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会長挨拶

「 吹き墨と突押し 」

大学版画学会会長

原健

1969 東京芸術大学大朝席自画専攻修了

1971 第7回1¥リビエンナーレ

1972 第8回東京匡臓部画ビエンナーレ(受賞)

1975-76文化庁芸術家在外研修員(英国、米国)

2000 日本美術の 20世紀展(東京萄現代美術館)

2∞7 文化庁在外研修「旅」展(国立新美術館)

2聞 東京造形大学教授退任

1 

昨年、開催された全国大学版画展では北海

道から沖縄まで多くの参加校から力作がなら

べられJ舌況でした。

しかし、その挨拶でも感想を述べましたが、

出品された作品を見ますと、イメージする内

容や、さまざまな点においての差異や格差が

減少し、技法においても版種のもつ特性が平

均値化され、定型化されたのでしょうか、そ

の版種ならではの特性が判然としない表現や、

どの版種なのか読み取れないものも散見され

ました。

しばらく以前に、南米アルゼ、ンチン最南端

にある「リオ ・ピントクラスの手の洞窟」と

呼ばれる世界遺産が紹介されました。それは

手形のみによる先史の洞窟壁画であり、手に

よる版や型による表現となっており、異様な

リアリティや、生々しい痕跡を複層させ表出

しています。

興味深いのは、油などで練り上げた顔料を

口に含み、実際の手を置き、小動物の骨の筒

を通して吹き付けていることです。これは、

平安時代の「料紙装飾J、古伊万里などの陶

磁器への絵付け、また浮世絵版画にも駆使さ

れる「吹き墨Jと呼ばれる手法と同じで、型

とスパッタリングによる素朴なリアリティや

表情が獲得されています。また、ロート レツ

クの金網とブラシによる執劫な表出も、網が

けやド、ッ トの先がけとして思い出されます。

さらに、興味深いのは、現在のPCによる

インクジェッ トプリントは、まさしく、この

吹き付けによる顔料の転移や定着であり、こ

の手法や技術による表現は、新たな可能性も

含めて考えさせられます。

ここでひとつ素朴で魅力ある、日本の版や

型による表現を紹介しておきます。浮世絵版

画以前の手法で、馬連(ばれん)を使用しない

で摺る木版です。

平安期にみられる「料紙装飾の雲母摺りJは、

後の唐紙摺りに引き継がれていきますが、馬

連を使用せず、手のひらで摺りあげます。柔



らかい手のひらで、ぼってりと具を厚く摺る

ことにより、より雲母の輝きが増します。こ

の版木は、柔らかさを表現するために硬い版

木ではなく、やわらかい木だそうです。

また、この版木には、刷毛ではなく、簡(ふ

るい)に張った布によって具を版木に転移させ

ます。この独特な手法も平面性や「たらし込

み」的表出に欠かせない秘技で、しょう。

「角倉本Jや「嵯峨本Jと呼ばれる能楽の

謡本への雲母摺りによる装飾や、俵屋宗達が

深く関わり、本阿弥光悦が書をしたためた多

くの和歌巻などの表現は、 「たらし込みJと、

デカルコマニー的表出を駆使しております。

この桃山から江戸初期の版による型表現には、

「突押し」と呼ばれるスタンプ的な手法によ

って金や銀が惜しみなく使われていますが、

原初的な版や型ならではのリアリティや空間

表現など、その美意識の高さに驚樗させられ、

再評価と検証がまたれます。

このように、版や型には多様な表現があり、

日本には特に、型の文化が、さまざまな領域

で生かされています。

高度な技術を駆使した作品も素晴らしいの

ですが、その版種ならではの単純で素朴なリ

アリティや存在の魅力も捨てがたく貴重であ

ろうと思われます。

唐紙摺り 鯨ふるい)による具の転移

唐長・千田長;欠郎氏 NHK特集「桂離宮J1982年より車識

2 

リオ・ピントゥラスの手の洞窟・アルゼンチン・BC5日年頃

フ b ~ 
¥l i/ -1 ，I( 、 τ司

花鳥下絵和歌巻・宗達下絵金銀泥木版

桃山時代後期フリーア美称市宮破 (部分)

宗達(下絵)版木による突押し 唐長・京唐紙司、千田堅吉氏

NHKr俵屋宗達Jより転載



「版画の未来形」

インタピ、ユー 自分自身を相対化するためにー

京都造形芸術大学

大西伸明

聞き手京都市立芸術大学出原司

大西伸明略歴

1994 岨駿劃時短期大学版画専攻科修了。

1998 京都市立芸術大学絵画専攻版画大明境修了

1997 全国大学版画展 (買上賞、観客貰)

2C削コミッションワーク・ TNプローヴ

2∞1 個展・ PRINZ the gal lery 個展・

大雅堂京都、版の思考・版の手法・ 愛知県立芸術セ

ンター

2∞2京都府美術工議制選抜展(最優秀賞受賞)京都文化

博物館、

2∞3 個展・国際芸術センター青森

2∞7 個展・ノマルプロジェクトスペース・大阪

版という距離・京都芸術センター

あおもり国際版画トリエンナーレ・あすなろ賞

個展・ studioJ.大阪

2∞8個展・ INAXギャラリー・東京

第1回岡山県新進美術家育成 r1氏賞J (大賞受賞)

3 

出原:大西さんは近年、キャスティングという

技法を使ったモチーフを型取りした作品をたくさ

んつくられてますね。その作品についてお聞きし

たいと思います。

大西 :作品は身の回りにある日用品や自探吻を

樹脂で型取りしてアクリル絵の具で、彩色した、レ

プリカのような見せ物として制作したものなんで

す。

しかし本物そっくりなイミテーションを制作し

たい訳ではなく、例えば樹脂の透明な部分をあえ

て残して、観る人にそれが本物ではないというこ

と認識させるような作品です。

なぜこうしづ作品をつくっているかというと、

あらゆるモノは表面であるという面白さを考えて

いるんです。キャスティングとし、う技法は樹脂で

モチーフを型取りするのですが、型取りする瞬間

は本物と偽物が同一の表面を共有していて、はず

した時にそれぞれが違うものになっていくんです

ね。そして自分の回りにあるモノとの関わり、例

えはU、ま我々のいるコンクリートのこういう空間、

このコンクリートの表面の部分としか不必童は関わ

り合っていなくて、その表面は樹脂によって簡単

に繰り返される。もしかするとクローン矧?で、自

分自身さえも簡単に再生産が可能になると思しぜ

す、複数つくることが可能になるでしょう。

出原:自分自身ですか?

大西:可能性として、ですよ。

もちろんクローン開府は型取りとは違いますが、

結局自分自身さえも簡単に繰り返される相主でし

かないし、身の回りにある様々なものと表面的に

関わることしかできない。そのことが型取りとい

う表裏一体な関係を通して再生産される。そうい

った薄い関係にむしろリアリティーを感じるとし、

うか、面白いなと感じています。

出原:なるほど、かつてスーパーレアリズムと

よばれる作風が一時代をつくったことがありまし

たね、まるで本物と見紛うばかりの、例えばマネ

キン人形であるとかの、ですが、その時は出来る

だけ本物のように見せようとし、うのが主眼だった

ように思います。それとは一線を画しているとい

うことですね。

再生産したものも複製ではなく、本物なのです



ね。本物を再生産する可能性は版画に携わるもの

にとってはとても大事なことで、樹脂の仕事をさ

れていますが、これはある意味、版画そのものと

考えられると思います。

そこで、まず、表面をうつしとると言う仕事を始

めるきっかけになったようなこと、あるいは経験

されたことはあればお聞きしたいのですが。

大西:大学の時にエッチングやエングレービン

グを制作していましたが、版と紙の関係には一種

の違革問惑を感じていました。描いた版と紙に刷り

とられたものは違っていることに気付し、たからで

すが、逆にその関係に興味が湧いてきて、同時期

に博物館にあるレプリカとしw、ますか、本物そっ

くりにうつしとる技術にも関心をもつようになっ

たと思います。その辺りが再生産としづ版画作品

につながって、そのうち銅版のモチーフとして樹

脂で何かを型取ることをはじめました。

出原:絵のイメージを頭で考えるだけではなく、

実際にものをつくり、それを写生というか描き起

こしていた訳で、す7J¥

大西:そうですね。

出原:今、博物館のレプリカのお話しが出てき

ましたが、実際に大西さんは文化財のレプリカを

つくられていたことはあるので、すか。

大西:仏像とか土器の偽物をつくっていました

のですが、本物と偽物を二つ並べて作業していく

と、どちらが本物か分からなくなってくる、その

感覚がたまらなく面白くて。仏像を作ったとき檀

家さんがそのどちらにも手を合わせるような場面

に遭遇もしました(笑)。

どちらかが偽物だ、と分かっていながら、そのよ

うな行為に到ることがとても面白かったで、す。

出原:人が偽物を拝むというのはおもしろいで

すね。どちらもっくりなのですから。

大西:っくりもののっくりものということでし

ょうか、でもそれすらも強く存在するものになり

得るわけです。

出原:その本物と紛い物の闘系をうまく捉えて

いらっしゃいますね。塗装ですか、絵を描く人間

にとって絵の具は薄い表面と言う気はしない、イ

メージをつくるための濃淡とかで、あっても、表面

とし、う意識をもって使ってはし、ないと思うんです。

4 

その点、立体物に絵の具で彩色するのだから表面

として考えていますが、絵画においては非常に先

鋭句なものにも通じるんじゃなし、でしょうか?

大西 :そのことは版画教育が役にたっていると

思うのですが、絵の具を塗装という意識で薄い層

として捉えていて、モチーフの表面を再現するた

めに、何層も重ねていくことを前提に色分解して

います。もちろんそれに加え型取りによる本物と

同じ質感というものが備わっているわけですが、

その階層的な構造がイメージできないとモチーフ

同様の質感はつくれないと思っています。

出原 :銅版を制作していた時にモチーフになる

形態を樹脂で、つくってらしたんですね、それは、

モチーフとして、つまり対象を描きたいものとし

て、あるいは何かの象徴性を付託した記号、つま

り言いたいことがその形態を通してあらわされる

とし、うわけではなくて、でき上がった形は単純に

うつしとることのみが必要で、それをどのように

実現しているかを見せることだ、ったと、樹脂立体

そのものはそのための小道具としてつくっていた

ということなんですね?

大西:銅版を制作している時はなかなカサ曲きた

いものや主題が見つけられなかったので、樹脂で

モチーフを作ってして過程や版画のプロセスに興

味が湧き、そして楽しくなっていったんで、す。

そこで単純な法則から成り立つ立体を造って、そ

れを写真に撮ってPCで、色面キ形を変化させて、

出来たイメージを元に手書きで版画にしていたの

です。さらにそのイメージを反復していっぱし、並

べるような画面をつくっていました。そのことで

主題やイメージの愛着などを禁欲的に消してして、

無意味なものにしていくということを考えていた

と思います。絵を思い入れたっぷりにつくってし

まったことへの反省としW、ますか、自己表現への

迷し、から逃げずに作品化したということになるの

でしょうか。当時考えていたことは、我々の身の

回りにあるものを表面として扱っていく考え方や、

世の中に一つしかないというモノを繰り返すこと

で裏切ってして今の手法lこつうじていると思し、ま

す。
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出原:描きたいものが無かったというのは絵描

きにとっては致命的と言いますか・・・ (笑)

たしかに当時から作品は見せてもらっていたの

ですが、 一番目立つのは構成で、あったり、やり口

で、あったりしましたね、意見と言うか主張のよう

なものが見えにくい作品だと感じていました、意

識的にそうしていたので、すn¥
大西:そうかもしれませんね。大学で叩き込ま

れた部分でもありますが、常に自分の描きたいも

のはなにかを問われていて、 一種のプレッシャー

になっていたのかなあ。そこでは自分の描きたい

ものが分からなくなっていたことは事実ですね。

でも何かをつくりたいと言う気持ちは常に持って

いて、種動とし、し、ますれそこで線を引く過程で

可能な限りコントロール出来る冷静なエングレー

ピングとし、う技法を選択して、線を繰り返してど

んな形が、予期しなし、イメージが生み出されるか

ということに発展したり、自身の不安感が繰り返

すということに繋がっていったんだ、と思います。

出原:非常に意地悪な聞き方をすると、エング

レーピングで平行線ならどのぐらいの密度でどの

ぐらいの長さで、どのぐらいの太さで線を繰り返

し引くかの興味は，こういう絵を描きたいという

ことが希薄だ、ったりすることを安易に補完する陥

りやすし1民のように思えませんか?

大西:技法というのは本質的には開かれたもの

ですから、特に自分のイメージを制限してしまう

ものではないと思います。ですから、制7、その

方法論から何か新しし、イメージを獲得することや、

技法から自分だけの思想、とし、ったものに到達する

可能性はあると個人的には思っています。

出原:私たちの世代からみると、大西さんは正

直現代っ子だ、なぁとd思います。

確かに今自分で描かなくてはいけないものとい

うのは見つけ難い時代だと思いますが、今の日割t

の世代を象徴しているようなお話しに聞こえます、

私たちは表現することは主張を持つことであると

教え込まれ、それを要求されていた立場からする

と、大西さんのお話しは非常にクーノレだ、と思う一

方、単純にいいなあとも思ってしまいます。



矧剣勝
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1999年
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話しは変わりますが、大西さんは来年度から古

巣の京都市立卦欣学で教鞭を執られることにな

っています。

現在の大学では直接版画をおしえるということ

は少なかった訳で、すが、今度は版画専攻ですから、

版画にど、っぷりと浸かったような連中と付き合わ

なくてはいけない訳です、大西さん自身にそこで、

こんなことを言ってやろうとか、指導上のビ、ジョ

ンのようなものはありますか。

大西:先ほど仰っておられたことですが、技法

の落とし穴、たとえばエッチングーっとっても、

一冊本が書けるくらし、に奥深い世界がそこにはあ

りますよね。ですから，気が付けば制作を非常に

閉鎖的にしてしまったり、技術がイメージを制限

するルールlこなってしまう、何処かで見たことの

あるようなイメージが表れてしまう危険性はある

と思います。ですから技法を開放的なものにする

ためには、あらゆる世界に対して自分自身を相対

化できるかどうかが大切だと思うのですが、それ

を学生と一緒にみつけることができれば、、し、なぁ

と思っています。もう一つは朝市として生きてい

くことはもちろんですが、作家としても活動を続

けてしてわけですから、出来るだけ現場で学生と

関わっていきたいと考えています。

そうしづ意味では、お互いに作家として、現場

で活動する、言わば混沌とした状況の真只中で、

自然な関係を保ちたいと思っています。先生と学

生という関係をつくってしまうと、安易な責任と

かを意識してしまい意見がつまらなくなってしま

うことがあるので、積極的な関係をつくるという

か、お互いに一作家としてみた状況の中から、つ

くる現場の緊張感を生み出せたら思っています。

混沌とした現場が私にとってはとてもポジティブ

な場なので。お互い切薩琢磨できればいいなあと

そんな風に考えています。

出原:大西さん自身は今現在の美術の状況の中

で、というより自身が表現活動をする上で、大切

なこととはどんなことだ、と考えますiJ ~o

大西:コンビューターが発達して、表現のホー

ムメイド化が進んでいると思うのですが、家でい

ろんなことができて、そうしづ個人的な思い、と

し、うか些細なところから世界にいろいろなことが



発信できて、それらを皆共有すると言う状況に今

なっていると思います。一種のコラボレーション

としづか共同作業の中から、いろいろなことを発

見しまた個人に帰っていく、そしてまたコラボレ

ーションしてとしづ、そのような繰り返しの中か

ら、何か新しいものが生み出されていくというこ

とが今の美術の世界にはあると思しぜす。

わたしは、個人的な活動と同時にグ、ループ活動

もしていて、あるプロジェクトを進めています。

既に個人的な活動を確立している人たちともう一

度、皆で、何か面白いものを作っていこうという状

況があるわけですが、それらがわたしにとっては

うまくバランスがとれていて、自分自身しか興味

のないことをきちんとやりつつ、同時に対話しな

がら何かを作っていくと言う現場があって、それ

こそ自分自身を相対化出来る現場をつくれている

と思います。

出原 :今のお話しのなかで、大西さんが、自身

を相対化出来る現場があると言うお話しでしたが、

わたしは具イ柏句に把握していなくて申しわけない

のですが、かいつまんでお話ししていただ、けます

カミ。

大西:プロジェクト名が「フィッシングダイア

リー」とし、うのですが、伊駒字君とし、うアーテイ

ストと、いま全国ツアーをしている「ログズギャ

ラリー」というノイズ、ユニットがあるのですが、

シトロエンをライブ、ハワスに変えて爆走して騒二音

を掻き立てるというもので、、そのメンバーの中瀬

由央君と僕の三人でよく一緒に釣りをしていたん

です。お互いものを作っているもの同士が釣りに

いくと、単に魚を釣ることだけが喜びではなくて、

そのための準備期間とか過程の方が面白いことが

起こるのです。その様子や釣れた場所を友達ぺ云

えたり、地図を描いたりしてこんなことがあった

とか、何かをアウトフ。ットしなくてはいけないわ

けですが、そうしづ部分が圧倒的に面白いんです。

で、それを何かかたちにしたいなあということが

切掛けになって生まれたフ。ロジェクトです。

出原:これはたとえば、美術館を舞台にして釣

りをなんていうプランはありますか。

大西:今は考えられないですね。以前、アサヒ

エコアートシリーズとしづ大きなプロジェクトに
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このプロジェクトが選ばれて、作品を発表してい

るのですが、今はもっと美術から遠いところで表

現していて、美術をやっているとしづ意識ではな

いのです。いま進めているプロジェクトは、所謂

「釣り名人」という人にインタビューをするので

すが、たとえばその人たちが見ている海とわたし

たちがみているそれとは全く違うそノなのです。

名人は海の底、地持ひとつにしても恐ろしく良く

把握していたりするんです。その人と僕たちが話

したことをドキュメントとして本をつくっていま

す。去年からイカの本を一冊編集中で、今年は

「こどもの釣り名人」を考えていて、中学生なの

ですが、凄く釣りが上手らしいです。彼と一緒に

釣りに行き、次回はそれを本にまとめられたらい

いなあと考えています。どんどん、所謂アートか

ら南針もたところで展開しています(笑)。

出原:とても面白いです。年上からすると奇想

天外と言うか ・・・ 、このような話しを聞くと、

太公望だとか(どちらかというと、生協人という

より、中国の英雄伝ですね)、 「オーノミJ (註:

開高健のベストセラー髭百子記)などのことかな?

と、思し、浮かべてしまうんですが。芸術家で御自

身が釣りをされる、また、釣りに関係する作品を

お作りになる方は C福岡道雄さん冷船井裕さんの

ように)関西にはたくさんいらっしゃいますが、

大西さんの場合、どんな話に繋がるんでしょう?

多分、さっきの表面とか、何かそんなものと繋が

るのでしょうか。

大西:そうですね、釣りにし、くといろいろな発

見があります。単純の足場のわるいところを歩き

ながら、結局は岩場の表面しカヰ惑じないというよ

うなことを考えて(笑)、あとは疑似餌作ったり。

ただ、釣りということよりもグループで?制作す

るということは、個人で制作するときにほ怖じ気

づいてやらないことにもチャレンジできますし、

そのプロジェクトで感じ取ったことや、実験し得

られた結果を自作にフィードパックできるかどう

かを考えています。

出原:いろいろなものが身近に出来る時代にな

る、ホームメイドの、家で出来ることがたくさん

増えてきて、それらが発信された時、いろいろな

人が共感を持つ可能性があり、大きな世界に繋が



れる。ということでしょう7J¥

少し前には言いたいことを探しなさい、自分の

メモ書きのようなものではなく大テーマを見つけ

なさいで、したが、今は自分に埋没してもいい、そ

の先に、ワープというか、ブラックホールからホ

ワイトホールに抜けられるように表の世界に突知

登場するというようになった。わたしは大西さん

にはそういうホームメイドから世界へと言うスタ

イルの代表的な作家、旗手、手本になって頂きた

いと考えています。

いささか唐突にインタビューを終える事になり

ますが、今日は現在進行形の作家に、今後、つま

り未来形のには何が必要かとし、う質問にお答えい

ただきました。いろいろなお話しをどうもありが

とうございました。 (京都造形芸術大学にて

2008年、年夏時
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論文

大学と美術館との連携について

回転版画による制作と展覧会を通して

東京学芸大学

清野泰行

1986年東京軒 町大学大朝境美術研究科版画修了

1995年 VOCA展

2∞7年 Tぽyo--SEO..l倒XlSEαIDSART旺SSAGE2∞7 

現在、東京学芸大学美術講座准教授
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はじめに

版画を指導する教育機関は、美術系大学 ・専門学

校と教員養即て学 ・教育学部に分けることができ

るが、そこで使われている「版画と教育」の「教

育Jという言葉のイメージに多少のずれがあると

私は考える。前者は作家や研究者を育てるための

教育であり、後者は初等教育から始まり高等教育

へとつながる版画の教育である。同じ大学生を指

導しながらも、私の場合は彼らが近い将来、教え

るであろう児童の柄主とそこで行われる授業を意

識させながら版画の実樹旨導を行なってしも。ま

た、版画を芸術の表現手段のーっとしてだけでは

なく、児童問のコミュニケーションの手段として

の研究も、研究授業や実習などで教育現場と接す

ることの多い学生といっしょに取り組んでいる。

本稿では、 2006年、 2007年に町田市立国際版画

美術館で行われた「回転版画Jによる夏期子ども

講座での制作と展覧会をとおして、大学と美制強官

との連携について考察するとともに、 「回転版

画」による学習の意義について述べる。

学芸大学における連携の現状

2004年4月に国立大学が法人化されてから

4年目に突入した現在、教員養成大学の基幹大学

である学芸大学は、それまでの専門分野における

研究室討見傾向を改善すべく、教育の総合大学とし

てさまざまな教育的課題に取り組んできた。 iよ

り実関句で教育現場に反映できる教育」もその一

つである。また主出痴車携、その他社会的貢献など

社会的ニーズの高まりの中、様々な分野において、

多くのプロジェクト等が進められている。美術学

科(法人化後は名称を美術 ・書道講座に変更)は、

2004年 1月、 2005年7月の2回にわたって、東

京都図工研究会との共同プロジェクト「却KO

展」が大学をメイン会場として、研究発表やシン

ポジウム、実技研修会等カ3行われた。これらのイ

ベントにより、現場で十岸幕にあたっている図工教

諭との交流や多数の児童の作品をとおして、今日、

図工がおかれている現状や児童たちの活動の一端

を垣間見ることができ、それまで教育現場との距

離が離れがちな大学教員に(学生はその限りでは

ない)カリキュラムキ授業のあり方などを考えさ





られている点も大切だが、版画専門の美体鵡とし

ての経験から、実技や展示などに関して、図工の

現場とは違った主且長からのアドバイスをタイムリ

ーに受けられることもその大きな要素となってい

る。もちろん、連携先として附属学校についても

一考したが、この研究が初動段階とし、うこともあ

り、今回は見合わせることにした。

つぎ、に、第2にとしてはこの連携が教育実践の

場キ教育的活動の支援になることがあげられる。

このイベントが単なる教育ボランティアとして位

置づけられるだけでなく 、講座での実技指導の他

に、展覧会の企画、準備、運営を担うことで、学

生に様々な卒業研究の題材(初等教員養成課程、

中等教員養成課程の学生で実技制作を溜尺したも

のは副論文も提出することになっている)を提供

できるということである。さらに、教育実習 (3

年後期に付属学校での基礎実習、 4年前期に公立

学校での応用実習)において、慣れない児童との

コミュニケーションに苦労する学生にとって、自

身の専門分野である版画をとおして多くの仲間た

ちと児童に関われることは、その苦手意識や漠然

とした不安感からの解放を後押し、教育に対する

興味と自信を身に付けさせるといった副次的効果

も考えられる。

このように、多くの学生が児童に混じっていっ

しょに制作してしてとし、った通常の教育現場と違

う特殊な環境を設定することで、図工の現場にな

い版画活動の魅力を引き出し、その成果を版画の

研賓授業キ教育の現場にフィード、パックさせてい

くことができる点でもこの連携の意義は大きし、。

子ども講座及び展覧会の概要

2年続けて催された子ども講座は、メインタイ

トノレ「版画と鏡の不思議空間誕生 !Jとして、両

年とも 2日間行った。初日は個人による回転版画

とその作品を利用したミラーボックス制作、翌日

はほとんど閉じ工程で大型回車卦按画の制作である。

そして、その 1週間後に同館市民展示室Bにて児

童と指導にあたったボランティア学生の作品を共

同展示する展覧会を開催した。以下は 2006年の

開催案内である。
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講座名: W版画と鏡の異次元空間誕生u
内容:小学生を対象に、美術を専攻する学生

(ボ、ランティア)とその指導教員が版を

使った作品の作り方から展示 ・鑑賞まで

指導する

日 時:回転版画とミラーボックス制作

7月28日 10:30-16:00

ブ型回転版画制作(共同制作)

29日 10:30-16: 00 

展示 8月8日一 13日 10:00-17:00 

会場 :制作アトリエ

展示市民展示室 (B室)

指導:東京学芸大学准教授清野泰行

同大学美術講座在学生 20名

対象:両日とも参加できる小学生3、4年生

上記のイベントの計画自体は前年の講座あたり

から、美制祖官学芸員とのやりとりの中から始まっ

たが、実務的なことは大学が新学期を迎えた後の

5月頃から開始した。研究室では参加学生を対象

とした版画ゼミの立ち上げ、講座用の耕オや展覧

会用のポスター、展示台が制作されt-::..a 展覧会に

関しては、特に研究室サイドからの要望に応えて

もらい実現した。作品が整然と並ぶような展示で

はなく、版画を通してお互いが交流できるように

会場作りにこだわっt-::..a また、どのような版を使

い、どのような工程で、出来上がったのか、初めて

多色版画を目にする人にもわかるように、作品工

程のパネルも展示した。

2007年展覧会会場風景(市民展示室B)



回転版画について

この講座で行った回転版画そのものは木版リト

グラフのような新しい技法ではなし、。そのため木

版ができる環境ならば特別な材料は必要としなしL

版材キ樹オを変えることで幅広い年齢層に対応で

きる技法である。それは正方形の版を回転させな

がら色を替え重ね刷りをしてしてだけだからであ

る。私がこの技法に取り組み始めたのは、 15年

ほど前、講師をしていた木版画の通信教育の自由

制作課題で、 浮世誕叛画のような色彩豊かな作品

作りが体験できる題材探している頃と記憶してい

る。この方法は、重ね刷りの効果を学習する題材

として美制宗教育関連の本でもすでに紹介されてい

るが l、これを一枚の完成された作品として、版

画作りの魅力の一つである重ね刷りの効果を活か

した多色版画として版画教室や公開講座などで指

導してきた。その流れで5年ほど前からは、回転

版画の小学生向け耕オ、同技法を用いた版画によ

るコミュニケーションの研究を進めてきた。

ここで現在、図工における版を扱った授業を紹

介し、回転版画の鞘教とその応用性について触れ

ておく。現荘、図工の時間で扱われている版画技

法は様々である。その代表的なものは以下のよう

になるだろう。

-フロッタージュ(擦り出し)

.コラグラフ

・モノタイプ版画

.紛坂画

・スチレンボード版画、ゴム版画、消しゴム版画

・木版 1版モノクロ版画

1版多色版画

彫り進み版画(多色版画)

-ステンシノレ

-ドライポイント 樹脂板、板紙凸版凹版

l大田耕士 ・掛樋進編集『素謝守教育シリーズ基礎と

実践版画中学校編』、日本文京出版株式会社、昭和
53年 P6 i多色の効果」、 pp.臼一73i多台ド版画J、
丸山浩司 『実践造形教育シリーズ 6 木版画による表

現』、開隆堂出版株式会社、 1982年 pp.72-76 i導入時

における発想の指導法J
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この他に木版リトグラフや感光樹脂板を使ったソ

ーラー版画など新しい技法を加えると相当数にな

る。こうしてみると多くの版画技法が図工教育の

中で行われているかがわかる。

回転版画は1版でも版を回転させることで、思

いがけなし、色と形の重なり刷りができるのが鞘敷

であるが、版作りよりむしろ刷りにウエイトを置

いている。図工で行われている版画の楽しみ方は

さまざまであるが、そのほとんどが版作りに多く

の時間を費やし、表現する上で大切な刷りに関し

ては、その魁び〕を十分に伝えていないと考える。

回転版画で広めたいことは刷りによる表現の魅力

とその応用にある。

2007年子ども調筆一日目制作風景

子ども講座「回転版画」の作業工程

まず、児童20名を4人ずつ5チームに分け、

一人の学生が指導者として付くようにした。児童

のほとんどが彫刻万の使用が初めてだ、ったからで、

ある。

①図柄が回転しながら重なっていくため、下絵

は細かいものより単純なものが良い。講座で

は、影絵風の絵を3、4点考えてきてもらい、

気に入っている絵から順番に大きさに変化を

付けて描いてもらう。 (重なりに変化を付け

るため)

②版は正方形のものを用意する。ゴム版やスチ

レンボードでもよいが、この講座では6ミリ

のシナベニヤに薄くジェッソを予め塗布した

ものを使用する。また回転の様子が視覚的に

すぐわかるように3つの角に赤、黄。青のマ

ークを付ける。

③彫りは基本的に陰刻で行う。これによって初



めての凸版でも彫りが比較的容易になる。切

り出しなどは使用せず、丸刀の大小を中心に、

彫りの指導をする。

④使用する 3色の絵の具は色の3原色に近いも

のを選ぶ。講座では、スポンジローラーを使

用するため、サクラの水溶十自坂画絵の具の赤、

黄、藍を使用し、赤と藍にはアクアメディウ

ムを同量以上加え透明感を付ける。これによ

って重なったときの色のバランスが良くなる。

G霊明水彩絵の具を使うときは、ホルペイン

のブライトローズ(ノレミナス)、パーマネン

トイエロー、ピーコックブツいーがよし、)

⑤刷る色の順番は赤、黄、青か青、黄、赤とす

る。最初は刷り具合を確認するため濃い色の

赤か青を刷る。聞に黄色をいれることで、 3

色目の刷りで劇的に変わる色の変化を強調す

ることができる。外見当板を用意し、紙を誤

って回転させないようにするため、紙の裏右

下角に印を付け、その角を見当板のカギ見当

の位置に置くようにする。講座では、 5枚の

紙を使用し、一番気に入った作品を展示用に、

3枚はその後のミラーボックスの内側に貼り

込む絵として、残りは箱の外側に貼る化事訴氏

として使い、刷られた全てのものが無駄にな

らないようにする。

⑥出来上がった版画作品は乾燥後、マット紙に

よる簡易額装をし、持ち帰ってすぐに飾れる

ようにする。

以上が、初日に行った回転版画制作だ、が、王期生、

図工の時間で行なわれている他の木版画との相違

点を以下に示す。

彫り :1版多色版画のように陰刻とすることで、

彫りの時間をできるだけ短縮し、刷りに時

間を掛けることができる。図柄が回転する

ため、必ずしも細かい図柄にする必要とし

ないため、絵を描くことや彫りが不得意な

児童にも対応しやすしL また、残った部分

が色面となるので、多くを彫る必要がない。

刷り:一般的にムラがないような刷りを要求する

が、回車珂坂画の場合、刷りムラが作る色の

濃淡によって、 3色が重なったときに色調

豊かな多色刷りとなる。つまりベタ刷りで
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は紙の白を入れ7色になるが、それぞれの

色に濃淡があればそれ以上の色が生み出さ

れる。彫り進み版画でも色の重ね刷りはで

きるが、それは下の色に次の色を積み重ね

ていくために、回転版画のような色調豊か

な作品にはならなし、。

応用:刷り上がった作品は、色j期議のようにも見

えるため、その一部をコラージュ作品にす

ることができる。同様に刷りの失敗したも

のも再利用できる。また、コラージュした

ものにペン書きしてカード、を作ったり、今

回のようにミラーボックス内側の絵として

イ吏うことができる。

また、児童全員は同じ正方形の版を使用

しているので、他の人の版とも、いろいろ

な方向から重ねることも可能で、一種のコ

ラボレーション作品を作ることができる。

中学校で版画の研修授業を行なった学生

は、 「ひとりの時間Jを抽象的に表現した

版を他の友達の版と重ね「二人の時間」を

作るといった授業を展開した。このように

他者との関係を意識させる作品にも活かす

ことができる。

回転版画には、以上のような他の木版にはない

鞘敷もある。完成したときの色と形が最初のイメ

ージとは大きく違う点もそうであるが、思いもよ

らない色と形ができる最後の刷り同惑動するのは

そのためで、ある。絵が不得意な児童には、下絵に

丸、 三角、四角、星形などの幾何学的な形を選ば

せることでもよい。木版にこだわらなければ、紙

版やコラグラフでもかまわなしL いずれにしても

刷り上がるまでわからないとしづ期待感が、制作

意欲を持続させることになる。 I絵を描くのは嫌

いだけど、版画は好き」としづ言葉を聞くことが

あるが、これは「絵を描かなくても版の力によっ

て絵はできる」という、版画ならではの魅力を示

している。



回転版画による共同制作

講座の2日目は、初日とほぼ同じ工程でヅ型版

画制作を行った。これは個人制作と共同制作にお

ける児童の活動の差を比較するためで、おもに共

同制作によるコミュニケーションや作業の取り組

み方に注目した。

制作は床での作業になることから、制作スペー

スを考え4チームに分けて実施したが、版や紙が

大きくなったことで、前日には意識しなかった紙

の運び方や絵の具ののせ方など、児童自らが工夫

し、さらに他の児童とのコミュニケーションをと

おして、物事を解決していく様子が臨庁に見られ

た。以下が大まかな流れである。

①ブルーシートを敷いた床の上の決められ

た場所に版を置き、それぞれの型紙を置

いてから、ローラーで絵の具のせる。

(2007年はスチレンボード、を使った凸版

で実施)

②型紙を外し紙をのせる。紙の裏の角には

番号を記入しておき、その角を4人でピ

ンと張った状態で、持ち番号順に置くよう

にする。 (紙の向きが変わらないように

床にも同じ数字を記入)

③各自がパレンを持ち、全員で刷る。

④紙を静かにめくり、刷った紙を所定の場

所に置いておく。

⑤指定の枚数を刷り終えたら色を替える準

備をする。版木は霧吹きで水を与え、新

聞紙、雑巾等で絵の具を拭き取る。型紙

は新聞紙に挟んで色を落とす。ローラー

は流しで水洗いする。

⑥①からの繰り返しで3色を重ね刷りする。

⑦紙をボール紙等に挟んで乾燥させる。

紙は新鳥の子紙 (90X90cm)、版木はシナベ

ニヤ (80X80cm) を使用した。版については、

講座という短い時間の中で、大きな版を全員で彫

ることは難しいことから型紙を使うことにした。

また、当日は版画制作とブぜ型ミラーボックス制作

を予定したため、型紙作りは1日目の講島終了後

に学生が行なったが、型車氏の使用は、単色刷りの

場合には有効だが、回転版画の場合、色を替える
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たびに絵の具を落とさなければならないなど、そ

の取り扱いには工夫が必要だ、った。そのため、翌

年の学芸員も参加した勉強会で検討された結果、

その年の講座では、薄いスチレンボードを使った

凸版で行なうことに変更した。これにより絵の具

のっしザこZ型紙に角虫る必要がなくなり、煩雑だ、った

刷りの工程が簡略化された分、児童が落ち着いて

刷りに集中できるようになった。

刷りの作業では、児童聞の協力が欠かせな凡

最初に学生がデモンストレーションを行ない、そ

の後チームに分かれfこ。最初はおとなしかった児

童たちも、紙の引っぱり具合や位置を決めるとき

には、声を掛け合い始め、回を重ねるにつれて、

チーム内に協力の輪が広がってし、った。

刷りはチーム全員でパレンを持って一斉に行う

のだが、初めのうちは自分の版の付近だ、けを擦っ

ている。これはまだ自分の作品作りとしづ意識が

残っているからだが、色を替えて版が回転すると、

いろいろな絵が自分の版の上に重なってくる。こ

うなってくると自然と手を動かす『範囲が広がり始

め、版全体を擦りだすようになる。 r自分の絵」

から「みんなの絵」へと意識が変わった瞬間た

みんなで力を合わせようとしづ気持ちが声や動き

となってで、てきたと言えるだ、ろう。

最後に紙をめくるときが版画のクライマックス

である。目の前に現れたカラフルな作品を前にし

て「パンザイ!パンザ、イ!Jと何度も手を上げて

喜ぶ児童の姿は、個人制作では決して見られなか

ったもので、ある。それは大きな版画ができたとい

う達成感だけではないと思う。

作品の完戒を喜ぶ児童



このように回転版画は絵と絵が重なる美しさを

追求するだけでなく、児童同士が協力することの

大切さを学習できる耕オして扱うことができる。

この講座では、ミラーボ、ックス用の作品のために

多めに刷ることになったが、同じ作業が続くとど

うしても児童の集中力が切れてくる。そのような

ときは学生は共同制作者として、時には励ましな

がら児童といっしょにパレンを持つ。学生も刷り

に協力することで、児童との聞に一種の連帯感が

生まれ、図工の現場では見られないような高揚惑

の中で活動することができる。

ミラーボックス制作

講座企画段階では、版画制作だけを考えていた

が、指導する学生は図画工作という幅広い創作活

動の組験を必要とすることから、ミラーボックス

制作も取り入れt'4， 刷った版画が何百枚も飾られ

た部屋のように見えるよう合わせ鏡で表現し、無

限に続く版画の不思議な空間を作り上げた。通常

サイズのものは市販品を使い、大型ミラーボ、ツク

スは学生が半月以上かけて制作したものを使用し

丸初年度は予算の闘系上ミラーシートを使用し

たため、映り込みの効果が半減した反省から、

2007年はアクリルミラーを使用し、下の写真の

ようなミラーボックスになった。前日のものより

ボックスが巨大化したことで、文字通りの異次元

空間となった。

版画作品とミラーボックス
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アンケート調査とビデオカメラ等による記録

実技指導の場合、とくに小学生におし、ては、さ

まざまな動きをするため、活動の記録を残すこと

は重要である。そこでアンケート調査とビデオカ

メラ等による撮影を行った。アンケートは大型ミ

ラーボックスの仮制作(本制作は展覧会前に実

施)の聞に実施し、この講座をどのようIw惑じな

がら活動したか、仲間やボランティア学生とどう

接したかを知る手がかりとした。その中から 2つ

を紹介する。 I僕は、版画がとてもやさしい気持

ちをくれると思いました。 ・・ (中略) ・・ 自分

で、作った作品にいろいろな形を加えていくとなん

だか僕が成長しているように見えるからで

す。 ・・」、 「みんなと友だちになれて、版画が

とーっても楽しくておもしろかったで、す。 ・・ 」

など、共同制作した2日目の感想、が多かったこと

からも、ともだちとの交流の中で千制作したことが、

特に印象に残ったことがわかった。

写真撮影による言改剥土、図工の現場ではすでに

行っているところも多い。児童がどのようなプロ

セスで、作っていったかを後から容易に確認で、きる

からである。今回のような実例の少ない実技制作

の場合、児童の表情や動きから、指導の進め方、

材料 ・道具の使用方法まで多くの情報を与えてく

れる。講座申し込み時に使用範囲と目的を示した

上で許可を取り、カメラ 2台とビデオカメラ 1台

を使って撮影した。それらは研究の参考資料とし

てだけでなく、その後の展覧会で講座の様子を伝

えるためにパネル展示した。

展覧会「版画と鏡の異次元空間誕生!J 

先にも述べたが、展覧会の実施は講座の成果を

発表する場としてだけでなく、学生の実技授業の

プロデ、ユース力、展示などで、のフ。レゼ、ンテーショ

ンの力を養うことになる。彼らが教員になったと

き、文化湯村コ総合学習の時間、その他のイベント

でその力を期待されることからも、このような機

会は大切である。

この展覧会で使用する展示台などは春先から準

備を進めてきたが、展示台のデザインコンべから

始まり、素材選び、本制作など多くの時間を有し

た。また、講座の内容を示すものとして、作業工



程をイラストと写真で構成したパネル、 2007年

の展示では、制作風景のスナップ写真のパネル展

示も行い、それを見に来た家族や友達などが、展

示パネルを見ながら、講座の様子を話し合えるよ

うな場にしt-::..o また学生の普段の作品も同時展示

したことも同様に、作品をとおして学生と児童と

の交流の場になるように考えた。これによって展

覧会会場を作品鑑賞の場としてだけでなく、コミ

ュミケーションの場であることを意識させようと

している。夏休みの短い期間中にも関わらず、両

年とも 250名以上が訪れ、 2007年の展覧会で

は回輯坂画についての研究発表と学芸大学版画研

究室の研究報告を行い、少ないながらも小中学校

の図工美術教諭の参加があった。

2007年「版画と鏡の異次元空間誕生 !part2J展

「子ども講座Jの成果と今後の課題

このように子ども講座と展覧会は、個人レベル

ではなく大学と美制強官との連携によって実施され

たことで、版画指導や児童の活動内容などについ

て多くの↑静民を得ることができた。このような実

践をもとに、 2005年には先述の東京都図工研究

会との共同イベント iZOKO展P訂 t2J連携実技授

業での実技指導、2006年には学芸大学で行なわ

れた東京都耕哉員研修センター主催の小学校教諭

向け「図画工作Jの研修での報告、そして 12月

に行われた北区西ケ原小学校で、のワークショッフ。

など、講座や展覧会をとおして研究された回転版

画の指導や発表を行ってきたが、それらの成果が

形になるためには、学校現場での展開が欠かせな

い。耕オとしてのソフ ト面とハー ド面の確立は、

これからの課題である。図工教育の中で活かされ
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るためには、より詳しい情報を提供しなければな

らない。また、授業以外に多大な時間を取られて

しまっている教育現場の状況を考えると、手間を

かけないで使用できる材料や道具の工夫などが必

要と思われる。そのための実用性のある制作ハン

ドブックの公表など、教育現場とのからの意見を

積極的に取り入れながら進めてし、かなければなら

ないだろう。

おわりlこ

このようにして始まった美制活官との連携による

講座や展覧会への反応はまだまだ小さしL研究発

表などに関して言えば、広報活動の強化など多く

の課題も残る。しかしながら、大きな規模の連携

事業ほど、寸品性に陥りやすし、のも事実である。

このような出董な活動も、時間をかけることで、

版画による表現の魅力を教育の現場に伝えていく

ことが可能と考える。版画を初めて学ぶ図工の時

間は、これから誕生する版画アーテイストにとっ

ての第1歩であるかもしれなしLその努力を怠っ

てしまえば、版画というジャンルが確立している

特異な文化も、発展著しいメディアアートの中に

埋没してしまうことになるだろう。中長期的な視

点にたって、版画としづ文化をこれからの世代に

伝えていくためには、そこに携わる多くの人が

様々な教育普及活動を支援していく必要がある。

もはや中等学校、高等学校などの公教育の現場

だけでは、美術に接する機会は十づ士ではない現実

がある。それを補うためにも美材報官、大学の両者

も人的交流などをとおして、ともに足りない部分

を相互に補完しながら歩んでいくことが、版画の

将来にとって益々重要になってくるだろうと考え

る。また、教員養成大学である本学においては、

美制守館の要請に応えられるような、専門性の高い

学生を育てるために有効なカリキュラムも考えて

いかなければならないだろう。



論文

古典絵画技法への版の応用

山形大学

小林俊介

山形大学

八木文子

小林俊介

筑波大学大学院芸術学研究科修了

2∞5年絵画の行方 (府中市美術館)

2∞6年アート@土沢 (岩手県東和町)

八木文子

東京劃 時大学大学院美術研究科修了

2∞5年八木文子版画展(本間美術館)

2∞7年 Pri nts T okyo2007 (東京都美術館)
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13世記から 16断己頃のテンペラなどの古尉句

な絵画技法による作品は、 一回性 ・唯ー性という

絵画の芸許首切面値はもとより、ベンヤミンのいう

中世の礼拝的価値を体現している。一方、中世の

活版印局附守に起源持つ版画はまさに複製ぜ術時代

の芸術であり、ベンヤミンに従えば、礼拝的価値

から展示的価値への移行という近代訴府のノ号ラダ

イムを体現するメディアであるといえる。

複樹齢貯の発展は版画を複製から「複数割tJJ

へと開放し、版画は独歩的自歩をたどったといわ

れる。しかしながら、常々に問われる複数割fと

しての「版の特性Jというものが、一回性 ・唯一

性とし、う絵画概念との対比のなかで形成されてき

たという歴史的事実を顧みるとき、その特性を絵

画とし、う媒体のなかで再考してみることもまた有

効ではないだろうか。

本論は 13世紀から 16世紀頃の古脚句絵画技法

のプロセスのなかに版画の技法を取り入れる呉験

制作の報告である。小林は主にテンペラと油彩の

混合技法による絵画、八木は主に銅版による版表

現籾閉してきたが、両者の専門領域の郊昔によ

って絵画と版画、それぞれがもっ特性を再考する

契機になればと考える。

1 研究の目的と方法

(1) 黄金背景テンペラ画への版の導入

本論で、は二つの制作研究の過程について述べる。

第一は 13世況から 14榔己に盛んで、あった黄金背

景テンペラ画への版画技法の導入である。当時の

金箔あるいは宝石を用いたン絵画には神への信仰心

や崇高さが表現されている。それらの絵画は芸術

作品の一回性 ・唯ー性を体現しており、柄主の場

と結びついている。本研究では、そのような表現

に版の複数闘すを積極的に導入する。ここで考え

たいのは制作の雷撤、ないし原動力としての絵画

技法へ版表現を介入させることの意味である。す

なわち黄金背景のテンペラ画が持つアウラとでも

いうべき ‘唯一的"な力と、複数訴貯である版表

現とが同一画面上で併存するとき、し、かなる表現



効果を得るのかを検証したい。またこの実験を通

じて、版画の複数性の問題、ま丸絵画の一回性・

唯ー性の問題を考えてみたい。

具体的には、黄金背景画の人物画像の部分を筆

による描画から写真製版によるプリントに置き換

え、その効果を検証する。また黄金背景画にしば

しば見られる背景の盛り上げパターンについても、

スクリーンプリントでの制作を言明子する。

(2) 卵テンペラ(混合技法)への版の導入

第二は白亜地への下図の転写、下素描に悩重層

(インプリマトゥーラ)を施した後、テンペラ白

による明部のモデリング、すなわち「白色浮出」

と透層(グレーズ)を繰り返して画面を作り上げ

るという、マックス ・デルナーや佐藤一郎氏のい

う「混合をむ去」の描画過程を版に置き換え得るか

どうカ検証する。混合技法の本質はデルナーの指

摘するように「形と色との『分業~ Jであり、

「下層描きでは色とは無関係に形を浮出させ」、

彩色凶重層、もしくは半透明な絵具(半被慶で

行われる(注1)。本研究ではこの白色浮出の工

程を版に置き換える。黄、赤、青、緑のグレーズ

を重ねることによって、自然なグリザイユ(単色

画)が形成される。また色彩の掛け合わせによっ

て多色的な効果をねらうこともできる。今回の実

験制作が色分解の製版による多色牒画と異なるの

は、白色浮出のモデリングによって実在的なマチ

エールが表現で、きる点であろう。

メディウムは卵黄のみのテンペラメディウム

(以下テンペラメディウム(A)と呼ぶ)と、全卵

にダンマル樹脂とサンシックンド・リンシードオ

イルを加えたテンペラメディウム(以下テンペラ

メディウム但)と呼ぶ)を用いる。テンペラメデ

ィウム(8)の処方は全卵1容量に対して樹脂と油

がそれぞれ1/2容量とし、う標準的なものである。

テンペラメディウムの材料、劉去は様々であるが、

それは時代や作家によってメチエが異なる為であ

る。版画家にとっても版画のマチエーノレを決定す

る為の様々な手法、製版から刷りに至るには同様

の考慮があると言える。しかし、版画は刷りによ

り一瞬にしてそのマチエールが決定する。スクリ

ーンプリントによって混合技法の効果を作り上げ

るには、透層の効果を考慮して原稿を作る必要が
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ある。

なおデ〉レナーのし、う混合技法はテンペラによる

白色浮出に油絵具のグレーズや半被覆の絵具を重

ねていくものをいうが、ここではグレーズをテン

ペラメディウム(8)による絵具の層、すなわち樹

脂一油テンペラ絵具に置き換えている。

2 実験制作のプロセス

(1) 黄金背景テンペラ+スクリーンプリント

黄金背景テンペラ画の金箔地の下には、しばし

ばパスティーリャと呼ばれる低し、盛り上げ文様が

ある。パスティーリャの素材は下地の素材と同じ

(今回は白亜細であり、通常は筆によるたらし

描きによって行われる。この盛り上げのパターン

とモチーフとなる人物画像を写真製版したスクリ

ーンプリントに置き換えて表現する。人物画像は

l固ないし 2回の刷りでグリザ、イユを決定する。

モノクローム素描を瞬時にして画像として定着さ

せることのできる版画技法は、通常ノ¥ツチング、等

で施されるテンペラ画によるモデリングキ弛画の

工程を省くことができる。

今回の研究では、盛り上げのパターンをたらし

描きではなく、スクリーンプリントを数回刷り重

ねることによって凸部分をっくりあげる方法に置

き換える。単調な画像の繰り返しは、たらし描き

よりも正確である。

[u)の作業過程]

木板による白亜地獄位地

(下素掛スクリーンゲリント

スクリーンプリントによる白亜地盛勿上げ

きざみ線・箔下とのこ

箔置き

透層(イエローオーカー)



(1-1) 前謬塗り ・研磨 ・布貼り

支持体は叩F合板を使用する。前腰を塗り(図

1)、翌日以降、乾燥後にやすりかけをする。勝

液(勝lOgに水 100ccの割合で目新聞させ、湯煎し

たもの)は暖かいうちに使用、冬季には室温を

18
0
Cに保ち、ゼリー状になるのを防く二硬くなっ

た瞬夜の使用は必要以上の厚塗りになる。前勝塗

りは一回か二回とする。前勝 ・やすりかけをすま

せである板にさらに謬液を塗り、ぬれているうち

に綿布を貼る(図 2)。側面まで貼り終えたら改

めて腰引きをする。側面、裏面も同じように塗り、

パネルの反りを防ぐ。余分な量の謬(腰うじ)をゴ

ムへラでとる。

(1-2) 白亜地

布貼りを終えた板に白亜地を塗る(図 3)。側

面や裏面にも塗る(図 4)。白亜地の製法は、勝

水1容量に対して白BE:1、チタニウムホワイト l

容量に水を 1""'-'2容量を加える。先に顔料を入れ、

少量の腹水を加える。撹枠しだまを潰す。残りの

腹水を加え撹枠する。最後に水を加え、最低5層

は重ね塗りする。乾燥後に研磨する(而t水ペーパ

ー240番・サンド、ベーノfー180番) (図5)。

(1-3) 下素描

古脚句なテンペラ画の手順では転写した下絵を、

墨を水で希釈したものを面相筆などの軟毛細筆を

用いなぞり描きをする。さらに顔料(アンバーな

ど)を水で溶き、少量の卵テンペラ媒材を加えた

ものでモノクローム素描を行う。今回はこれをス

クリーンプリントでオ子う(図 6)。市販の墨汁に

粘度をつける為謬水(低温でゼリー状のもの)と

市販の和糊を加えた。

しかし、 一ヵ月後に亀裂が走るというトラブノレ

が発生した(図 7)。これは市販の墨汁、もしくは

和糊の成分、糊日物によるものけ制される。そ

こで墨汁を劇斗(アイボリーブラック)に、和糊を

小麦粉糊に置き換えた作品を別に制作した。小麦

粘糊は小麦粉 100gをふるし、にかけ水 500ccで練

り加熱したものである。ここに防腐剤を加える。

卵、サッシンクンドリンシードを加えると半油性

の糊となる。さらにテンペラメディウム(B)を加

えて使用した為、画像はやや黄味を帯びた。

(1-4) 盛り上げノfターンをつくる

(図1)

4) 

(図5)

(図6)
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金箔を置く部分にスクリーンプリントで盛り上

げパターンをつくる。本来は膝石膏液を筆で、たら

すように置き、パターンを描き、カマボコ型のふ

くらみをつくる。スクリーンプリントで白亜地を

刷り重ねる為、白亜地の粘厩暗室が必要となる。

田口安男氏はこの盛り上げについて次のように述

べている。 rチェンニーノ ・チェンニーニもいう

ようにこの装飾的なパターンはあまり細かいもの

はうまくいかず、みばえのしないものになってし

まいます。勝石膏液をたらすようにして表現する

ので、そのおっとりしたリズムを生かすのが一番

自然であり、あまり細かし、形は無理なのです。」

(注 2)。このように田口氏は古脚句なテンペラ

技法ではあまり細かし、パターンは難しいと述べて

いるが、スクリーンプリントによる盛り上げパタ

ーンの場合はパターン柄の大きさが一度に刷られ

る白亜地の量と粘度に微少に関係する為、パター

シ牛肉の細かさとは直張に関係しなしL 白亜地の温

度が下がるにつれて白亜地内の腰の硬度が増す段

階ごとに刷り重ねを試みた。結果、細かなパター

ン例(図 8-1・8-2)で、は比較的正確なパターンを

盛り上げることができた。刷り重ねごとの白亜地

量が少なくなる為、 「山J形の盛り上げとなって

いる。一方、大きめのパターシ伺はあらかじめ通

常の害恰よりも水量の減らした白亜地を使用し、

段階ごとに水量を増やしてカマボ、コ型のパターン

を試みたが、一度に均一な量を刷ることが不可能

で、あった。また、刷りかさねごとに柄のエッヂが

甘くなり、原稿通りの盛り上げパターンは実現し

ていない(図 9-1・9-2)。白亜地内の水量と温

度調節に関してはさらなる研究が必要である。今

回の結果は古脚句なテンペラ技法の資料が教える

ものとは逆で、細かなパターン柄の原稿の方が成

功率が高かった。

(1-5)箔下とのこを塗る

箔下とのこはイタリア語で bolo、英語で bole、

フランス語でbolと呼ばれる粒子の細かし、粘土で

ある。金箔を置くに先立って境界線にニードノレで、

線をきざむ(図 10)。金箔は境界線よりはみだし

て置かれるため輪朝練を読み取るのに役立つもの

である。箔下とのこは小匙l杯に対して謬水3'""'-'

5杯を加えて暖める。ベースト状ならば穆水は8

、、.，
，

門

i

(図 8-1)

8-2) 

9-1) 

9・2)
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杯くらいが適当である。とのこ塗りは少なくとも

三度塗りする。一度目を吉は工塗りしてから 15分

後に二度目、 40----50分後に三度目を塗る。乱れ

塗りが重なるにつれて赤色は一様になる。箔置き

予定面積よりも 5----10皿はみだ、して塗る(図

11)。

(1-6)箔置き

箔下とのこ塗りをした画面に水筆で水を塗り、

とのこ面を濡らす。箔刷毛の腹に箔を押し付け箔

を持ち上げ急峰下して箔を画面に移す。金箔を置

いたら水は次に箔置きする方向へ逃がす。連続し

て置かれる箔は5mmほど重ねておいてゆく。乾き

具合をみて脱脂綿で箔の上から軽く押さえるよう

にする (図 12・図 13)。

(2)卵テンペラ(混合技法)+スクリーンプリン

ト

下絵の転写、下素描から地麹吾、白色浮出とグ

レーズの過程の繰り返しとし、う混合樹去の過程の

うち、下素描や白色浮出などの描画部分をスクリ

ーンプリントに置き換える。スクリーンプリント

の機能は色彩の重なりで効果を発揮するが、この

目標をあえてグリザイユに定める。

ルネサンスの歴史は金箔技術を否定し、遠近法、

明暗法が生まれる。対象物そのものから対象物が

置かれる空間を爵見するに従って、明暗の簡周に

よる表現が現れる。現代の版画技術を用いて現代

的な色彩効果を狙わずに明暗のヴァルーノレを追う。

基樹オは、本節(1)と同様の白亜地を用いる。

【(2)の作業過程】

オ頓による白E蝋水会主

催期スクリーンゲリント

↓ 

(下素描久クリーンヴρリント+地鍾層(イエローオーカー)

↓ 

(白色浮出スクリーンプリント+グレーズ1テラロ一切

↓ 

|(白僻曲スクリーか1):..---1-+グレイテ内川ースグリーン)I 

↓ 
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(図 10)

(図 11)

(図 12)

(図 13)黄金背景テンペラ+スクリーンプリント

42.5X30cm 



(白色浮曲スクリーンゲリント+グレーズIウルトラマリン)

(上層描き)スクリーンゲリント

(2-1) 転写

下絵の転写をスクリーンプリントで行う。古典

的なテンペラ技法では、原寸大のカノレトン(下絵

素描)の上にトレーシングーペーパーを置き、画

像を写しとったものの裏面に少量の揮発性油で、希

釈した油性絵具または劇斗を薄層に塗り、画布の

上にトレーシングペーパーを置き、転写する。本

研究では、この作業をスクリーンプリントに置き

換える(図 14)。刷りの素材は前回の経験を活か

し、劇斗(アイボリーブラック)にテンペラメディ

ウム(A)、粘度を増す為に小麦粉糊と勝水(ゼリ

ー状)を加えて用いる。原稿は転写段階の線描デ

ッサンを用いる(図 15)。。-2) 下素描+地透層 l

単色素描の第一段階である。刷りにはテンペラ

メディウム(A)に謬液(ゼリー状〉を混合し用いる。

モノクローム素描として樹苗に段階的に調子を入

れた原稿を用いるが、画面全体にモノクロームの

調子を入れたのは今後の白色浮出を重ねてゆくた

めと透層、半被覆、被覆のグレーズ効果を期待す

るからである(図 16)。地透層の絵具にはテンペ

ラメディウム(B)を使用し、顔料はイエローオ」

カーを用し、る(図 17)。

(2-3) 白色浮出+グレーズ1

単色素描の第二段階である。白色顔料(チタン

白)と卵テンペラメディウム(A)、小麦粕i糊を混ぜ

白色浮出をスクリーンプリントで刷る。白色浮出

とは「量感、ボリューム効果を狙い、卵テンペラ

白を用いて、対象物(あるいはそれを取り囲む空

間)に生じる『光と影による明暗(キアロスク

ロuのなかの明部を、左右の罫線(ハッチング)

を重ねながら、または面的に塗りながら、描いて

いくことJ(注 3)である。しかし、今回はこの過

程をスクリーンプリントに置き換えるので、ドッ

トによる浮出となる。白色浮出は千刊主を三段階に

分ける。原稿はすべて異なっている。車惑効果を

狙って浮出の重なる部分はハイライトに近づく

(図 18 白色浮出左から原稿 18-1・18-2・18-3)。

(図 14)

15) 

(図 16)

(図 17)
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(図 18-1・18-2・18・3)

白色浮出 1の原稿は「光と影による明暗(キア

ロスクロ)Jの広範囲の明部を覆う。ヴェーノレを

被せたような極めて薄くものとして中間の調子を

形作る。二層目のグレーズにはテラローザ顔料を

用いる。

(2-4) 白色浮出+グレーズ2

単色素描の第三段階である。白色浮出の原稿 2

は古脚句な明暗法によるボリューム効果を考慮し

て、原稿は第一段階よりも影部を除いた半影部ま

でのものを用いる。チタン白顔料をテンペラメデ

ィウム(A)と小麦粉糊とを混合したメディウムで

練ったン絵具を用い、厚塗り効果を狙う。(図 19)

三層目のグレーズにはテルベルト(ホルベイン

社製)とアースグリーン(クサカベ社製)顔料を適

宜混合したものを用いる。

(2-5) 白色浮出十グレーズ3

単色素描の第4段階(最終)である。白色浮出の

原稿は第二段階よりもさらに原稿は明部のみとな

っている。

量感を狙う効果は原稿で、物体性を持たせる効

果はメディウム(チタン白、テンペラメディウム、

小麦粘糊の割合、比率)で操作する。第一層から

第二層、第三層に至り、白色浮出の最終層ではチ

タン白と小麦粉糊をそれぞ、れ1.5倍に増量して用

いる。第一層から第二層、第三層に至り白色劇斗

を増量するのは透層を考慮した明暗効果を狙うも

のである。この白色浮出の第三段階の上に施すグ

レーズはウルトラマリン顔料を用いる(図 20)。

(2-6) 上層描き

(2-4)まで、の工程によって、背景とグリザイユ
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19) 

20) 

(図21)卵テンペラ(混合技湖+スクリーンプリント

42.5X3Ocm 



単色)の人物イメージが得られた。本来の混合技

法の場合、このグリザイユの上に透層、または半

被覆や被覆による彩色層、すなわち上層描きがな

されるのであろうが、ここではスクリーンプリン

トで明部を強調する被覆気味の刷りを行っている。

使用した劇斗はチタン白に微量のウルトラマリン、

メディウムは卵テンペラメディウム(A)、小麦粉

糊である。完成したイメージは人物の実在感が強

調されたものとなった(図21)。

3考察

(1 ) 黄金背景テンペラ+スクリーンプリント

この研究制作では黄金背景テンペラ画の工程の

なかで、盛り上げノ号ターンと人物のイメージをス

クリーンプリントに置き換える実験を行い、いく

つかの知見を得t~

第一に、これは版による描画に限らないが、白

亜地に市販の墨汁で描画すると亀裂を生ずる可能

性が高いといえそうである(注 4)。転写した下

絵を墨汁でなぞり描きすることは技法書に散見さ

れる手順だが、自身で顔料を惨などで溶し寸こ絵具

を用いた方が安全であろう。

第二に単色素描を脚寺に定着できるスクリーン

プリン トは、テンペラ画の描画工程を省くことが

でき、また版の特色を生かした独特な効果を得る

ことができる点でも有効であるといえよう。本研

究のように、人物の単色イメージをスクリーンプ

リントで定着する版画作品としては野田哲也氏の

「日記」シリーズなどが想起される。野田哲也氏

の作品は一家族の平凡な肖像写真を版とし、うプロ

セスを経ることで現代の家族像の典型的な姿とし

て、いわば現代の「聖家族」像として定着させた

が、本研究の作例もまた同様な効果を得ていると

いえよう。また、版という手法が単に複数到すを

作る手段ではなく、平凡な映像を“聖なる"画像

に変換する手段として機能している点も共通して

いる。加えて本研究の作例は白亜地に画像が刷ら

れることで紙に刷られた場合とは異なる強度を獲

得しており、また黄金背景がその“聖性"を強調

する結果となっている。版画の複数性、就中スク

リーンプリントのそれはウォーホールやポップア
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一トを論ずるときのクリシェとなっている。しか

し、ウォーホールのマリリン ・モンローを題材に

典型的にみられるように、真の問題は複数性とい

うよりもむしろ写真の映像を版として取り込むこ

とによって生ずる「イコン」化ではないだろうか

(注目 。本研究の作例は版の写真映像によるイ

コン化という作用を、まさに中世のイコンの媒体

で、あった黄金背景画のなかで、検証することになっ

たのである。

第三に背景の盛り上げノξターンについて、大ま

かな模様よりも細かな模様の方がスクリーンプリ

ントに適するとしづ、手描きの場合とは逆の結果

を得たことを報告したしL規則的な細かし、盛り上

げを作るには、使い方によっては手描きより有効

であるといえよう。

第四に、版画のメディウムとして卵テンペラメ

ディウムに加え小麦粉糊を使用したが、絵具の粘

度調節に有効であることがわかった。これは一種

の練り込みテンペラメディウムであるが、水性の

スクリーンプリント媒材として研究の余地があり

そうである。

(2) 卵テンペラ (混合技法)+スクリーンプリ

ント

この研究制作では白色浮出とグレーズを繰り返

すという混合技法の過程のうち、白色浮出部分を

版による描画に置き換える実験を試みた。混合技

法はもともとシステマティックな方法であり、描

画部分の版への置き換えは容易で、あったように思

われる。もちろん(1)の黄金背景テンペラの場合

と同様、メディウムや劇斗の濃度による粘度圭融行

が重用である。

実験制作の結果現出したイメージは，元原稿が

写真による映像であるにも関わらず、独特の強度

を備えたものになった。(1)の黄金背景画の制作

例が単色写真のイメージによって生身の立体感 ・

現実惑がはぎとられ“イコン化"された、平面的

な映像を現出させたとすれば、当該作例の多層的

なプリントは、単色写真の平面的な側象に絵具に

よる立体感 ・実在感を付加したといえよう。完成

作品はあたかもホログラフィー(立体制家)を覗

いているかのような奇妙な現実惑がある。これは

先述のように、当該作例が単なる色分解ではなく、



白色浮出品、う期主的な表現を伴うからであろう。

とはいえ元画像は写真の映像であり、実在感と同

時に鏡像めいた疎外感を表現してもいるようであ

る。

(1)の作例と同様、当該作例でも版とし、う方法

によって作品の一回性、唯一4性とし1う側面が強化

されているように恩われる。いわゆる創作版画を

ふりかえっても、例えば恩地孝四郎の作品におけ

る自刷りと刷り師による作品との差異がしばしば

問題となるように、版というメディアを介在させ

ての一回性、唯一性の現出こそが近代版画の真の

問題だ、ったので、はなし功、また王期生においてもこ

の問題設定はし、まだに有効であるように思われる。

最後に、これは(1)の作例についてもいえるこ

とであるが、古典絵画技法の側から版表現の導入

について述べれば、絵画にとって筆による描画、

換言すれば「手作業」による描画は必ずしも本質

的な要件ではないことが本研究を通じてあらため

て浮き彫りになった。古醐句なテンペラ画法に特

有のハッチング、の重ねによる量惑表現は、その作

業量の目扮てさからしばしばその精神性が言及され

る。しかしながら今回の研究では、その過程はコ

ンビューターで、明部を段階的に分解した版の重ね

によって容易に代替された。また版の介入を古典

的な絵画技法のシステムは容易に受け入れA尋たの

である。本研究は古則句な絵画技法が体現するシ

ステムの可能性、その“懐の深さ" (注 6)をは

からずも実証したといえるだろう。

結語

現代の日本指I-Tは日本の近代化に伴い、西洋から

の文化を正当化された様式の中にいくつかのジャ

ンルをっくりあげた。 I版画」は様式、その表現

性や手法によってジャンル分けされている。独自

性としてとりあげられる複数性の機能は一方は主

に手法から生まれる一定の形式であり、客観的基

準によって規定され、社会に通用する類型といえ

る。しかし、この形式は多義的な要素を苧み、ジ

ャンルの意味で様式とも繋がってゆく。複数性に

おける構造と機能は身体的t劫府=手法と作品特有

の表現性=様式調拾によって微少に関連づけられ
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てしも。そして版画はジャンルとしてはその手法、

様式としては美的質に重きを置いていると言える。

古典絵画技法と版画の両者は、その分脈から様

式や手法、美的質に至りその諸概念および性質を

異にしており、ジャンルを区別される。今回の二

つの試みは軒去を切り口として、古典テンペラ技

法を模範とし全面的に倣い、介在する形をとっfこ。

これは歴史的事実としての絵画の在り方、方法概

念の模倣であり、本質的にプロセスに重きを置い

ている。また、これらの試みは安易なジャンルの

「越境」、 「古典」と「現代」の融合というよう

な結果における現代性、相似性を目的としていな

しL 「古いj ものと「新しい」ものの桝且みが変

化し、厳密に分離するような近代的進歩観を擾乱

させる現代にあって、あえて文脈を辿り、類似を

超えて見えてくる「版Jをし、かなるものとみるか、

可能f~劃尺肢としての広い射程を示すものである。

注

(注1)佐藤一郎訳『マックス・デルナー:絵画

断府体系』美術出版社、 1980年、 p.332。

(注 2)田口安男『黄金背景テンペラ画の技法』

美術出版社、 1978年、 p.62。

(注 3)佐藤一郎『絵画倒if.入門』美術出版社、

1988年、 p.99.。

(注 4) ここに掲げた作例以外でも、白亜地に市

販の墨汁で下絵のなぞり描きをすると、しばし

ば亀裂を生ずることを確認している。

(注目林道郎 I絵画は二度死ぬ、あるいは死な

ない④IAndyWarho]j] ART TRACE、2005、

pp.30-34を参照。

(注6)佐藤一郎、前掲書、 p.86。



参考文献(上記を除く)

多木浩二『ベンヤミン 「複製技術時代の芸術作

品」精読』岩波現代文庫、 2000年(同書は野

村修の訳によるべンヤミンのテクス トを採録)。

ダニエノレ ・パーニー ・トンプソン、佐藤一郎訳

『トンプソン教授のテンペラ画の実剖 三好企

画、 2005年。

材命の内容は平成 19年度山形大学教友会の研

究助成を得た小林と八木の共同研究の成果の一部

である。また制作にあたっては、熊谷周三、阿部

誠二、多田淑貴ら、山形大学地域教育文化学部 ・

山形大物て特完教育学研矧~絵画研究室の学生 ・

院生諸氏の協力を得た。記して御礼申し上げる。

本論は序と第1節、第3節を主に小林が、第2

節と結語を主に八木が執筆した後、両者の協議に

よって文体そ要現を調整した。

26 



研究報告
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はじめに

私の中で、制作者が言語を用い作品を説明するこ

との失草感と言語を用い自身の表現活動を理解して

貰いたいという欲望が同居しています。

そして私自身、ものづくりに携わるものとして、

本文を論じさせていただこうと思います。

みること

2006年から、カナダ ・アノレバータ大学の版画

工房に、約一年半滞在する機会を与えていただきま

した。

エドモントンは雪の厳しし精でしたが、風景を一

瞬にして銀世界に変える光景は、私を飽きさせるこ

とはなかった。

建物、大地、路上に散らばるゴミなどを瞬く間に

覆い隠す雪の輪郭は、すべてのものを等価な視線へ

と誘う。人々は足跡や車輪の跡を残し、再U濡れ色

の舗道が現れる。そしてまた、雪が降り積るといっ

た光景が繰り返されていくのです。

その光景は、人が自然に対し、ちっぽけな存在だ、

と再確認させられるものでした。

また、その降り積もった雪の表情を見て、絵画の

表層と共通するものを感じるとともに、それより必

然的な美しさに映ったのです。

今更ながら私は、雪の降り積もる光景を見ながら、

絵画と現実にある絶望的な差異を再ひ浸け止めるこ

とになったので、示。

私達の視覚は、周辺の空間とともに「もの」を認

識しますが、脳内を通った視覚は「もの」を名詞に

置き換え、世界を言語化しようとする。それは、た

だ「もの」で、あった支持体が、絵画に具現化される

過程と似ている。

例えば、ある空間を克明にキャンパスに写しとっ

た結果、制作者は必ず現実と描かれたものとに違い

を感じる。そのことは描く題材が何で、あったかは問

題ではなく、「既にそこにあるもの」と「造り出され

たもの」がそれぞれベ相生しているということです。

それは当然のことですが、制作者がその前提を持

たず、制作を進めるところに問題があるのです。

そのことは、写真家で、ある中平卓馬が語ったことを

例に挙げ、瑚卒することができる。



中平によれば、

(以下、『なせ、植物区鑑カリ中平阜罵著鎖摩書房から抜粋)

そもそも、世界を私達が説明することができるの

だろう7Poまた、説明できる世界であれば、今さら

説明する必要など何処にあるだろうれ(中略)都市

は氾濫する。ものごとは氾濫し、叛乱を開始する。

大切なことは絶望的にそれを認めることだ。それが

出発である。(中略)これまでの芸術としづ概念にこ

だわり、そのイる統的な表現藤式に固執する限り、そ

のようになってしまった世界をただ事酎商し、それを

個人的に嘆いてみせることにしかならないのは明白

である。

みること、つくること、かんがえること

絵画の前提として、支持体が無ければ存在しえな

いという問題がある。キャンパス、紙、板、パネノレ、

壁などの「既にそこにあるもの」にあえて何かをす

るということである。

絵画構造における葛藤と発見は、フランク ・ステ

ラが用いた「シェイプト ・キャンパス」によって示

され、版画であれば、 70年代前後における版の間

接性という構i笛命からの試みなど、多種多用に行わ

れてきた。

いくら足掻いたところで、構造論としての絵画は、

既にやり尽くされている状況である。また、既存の

絵画の理解がなければ、ただ支持体を汚すだけの行

為にもなりかねなし、。

そして、私達の視覚さえも、もはやア・プリオリ

(先天的)ではなく、経験上の知的解釈をともなっ

た行為だと認めない限り、何も始まらないのである。

何故なら、私達は過去に培ってきた経験キ習慣と

照らし合わせながらものを見ているからでマ九

(以下、『アウトサイダー ・アート』服部切望光対土から抜粋)

見るとしづ行為は、外界の光が網膜に映るという

ことだけではなく、常に知的な解釈を伴っているの

たライアル ・ワトソンによれば、

中央アフリカの密生する繋帰雨林に住むピグミー

族は、遠方がまず見えることがないために、初めて

大草原につれだ、されると、遠くにいる、見るからに

小さいレイヨウの姿に仰天する。(Wネオフィリア』

内田j美恵子訳、筑摩書房)

遠くにあるものは小さく見えるという当たり前な
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ことも、実は知的認識の結果である。

そして、みること、つくること、かんがえること

の全てが知的認識に基づく行為なのです。また、そ

れらにJI[貢列はなく、常に連続した行為なのである。

赤，澗11原平の場合

1969年頃、赤瀬川原平は何をつくっても、 既存

から逸脱できない状況が、当時の美初予伏況にあると

感じていた。

そのような状況下、敢えて、紙幣だけの意味を持

つ千円札をモチーフ選び、ただ克明に模写し、展示

を行った。

模写された千円札は様々に批評され、物議を醸し

出したわけだが、それは「もはや作るものがないJ

とし、う赤瀬川の苦悩の表れで、あった。

それでも立ち行かぬ状況が続き、ついには美討f制

作に終止符をうち、「超美術Jを掲げ、既存ではない

美術に向かう訳だが

(以下、 『なにもなし、ところから芸術がはじまる』樹明衣箸

彩神吐から抜粋)

1963年の「読売アンデパンダン展」を前にし

て、「私仕すでに自分の手で作る作品価値というもの

に絶望していた。一人の作家の個性にもとづく表現

ということでは消化しつくせないものを抱え込んで、

いたのた」と語ってしも。(赤瀬川原平『芸捕者命Jl)

私の制作においても、少なからずそのような苦し

みを感じる。そして、調頼)11が言う 「超美術j的な

「何かJを発見していくには、ある前提を示さなけ

れば、今後の制作は前進しないと思ったのです。



中平卓馬「原点復帰 ー横浜l

2003年、中平卓罵の「原点復帰 一樹兵」を横浜

美制強官で、観る機会があった。彼の仕事はある程度理

解していたつもりであったが、この展示で初めて作

品に角封もる機会となった。

60年代後半から 70年代前半にかけて撮影され

たすべてのネガ ・フィルムとオリジナル ・プリント

を自ら燃やしたとされていたが、その一部が現存し、

70年代以降の作品、新作とともに区分、対比し、

展示された。

70年代以降の中平の行為は、言葉ぞ観念の「絵

解き」としての写真を掛色し、写真を先験的な意味

から解き放つことを終止一貫することで、あった。

「原点復帰一横浜Jの展示において、より一層「世

界と私j という関係を明らかにしてして意識が感じ

られ、とても興味深い展示で、あった。

中平の写真には、批評と叛乱ということが、常に

同居している。過去の「アレ ・ブレ ・ボケ」※1とい

った表現行為は既存の美蘭哉、つまり権威への叛乱

で、あったが、その行為は中平の意図とは違ったかた

ちで繋百封切言者らによって認知されてしまう。

そのことに端を発し、 1973年『なぜ、植物図

鑑なのか』を彩嘩するのである。

その著書において、大量消費 ・↑静R社会と化した

状況下、詩的イメージが内包してしまった過去の写

真を否定し、何故、ただ世界を撮り、紹見すること

に向かったのかを語った。

その後、皮肉なことに中平は失調丙となり、 一部

の記憶を失う。その影響で活動は一時中断されるが、

復帰後、失われた言語を取り戻すかのように、執劫

にただ撮るとし、う行為に向かってし、く。

イズム終駕後の問題

1967年、コンセプチュアル ・アートの第一人

者とされるジョセフ ・コスースが『哲学以降の芸術』

を執筆するわけだが、赤瀬川、中平の既存の芸術に

対する叛乱は、コンセプチュアノレ ・アート全盛時と

ほぼ同時期にあたる。

コスースがうたう「不可視Jの芸術、つまり、「私

の芸術は形態ではなく内容、観念である」との主張

は、彼ら同様、従来の芸術に対する痛烈な批判であ

った。そしてそれは、同世代的動向のもと行われた
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権威への叛乱で、あった。

ここで重要なことは、彼らが「世界はそこにある。

もはや、私の中の世界は必要ではない。では、何を

しょうか」といった、全てのものを等価視し、匿名

性のもと制作している事実である。

無論、著名である彼らが、自我を放棄し、匿名性

を保ちながら制作していくことは容易なことではな

し、。

ただ描く、ただ撮るとし、う行為は、もはや子供で

はない以上、時に言語を用いなければ、成立しない

斬丙もあるだろう。しかし、その前提なしに「新た

なる眼差しjが誕生しなかったことも事実である。

写真家のヴ、オルフガング ・テイルマンスは「これ

からのアーテイストはポスト ・オーセンティックに

なっていくしかなしリと語っている。

絵画でそのことを考えるのであれば、 60年代の

美術の鞘教で、あるモダニズ、ム、フォーマリズムなど

の既存の「イズム」への叛乱によって、新たな芸術

概念が生まれたことで、芸術は自明性を失い、「イズ

ムJという括りは限界に達し、そのままの「アート」

とし、う言葉を用いてしカヰ偉示することの出来ない現

象によってもたらされたことである。※2

また、コンセプチュアル ・アートの源泉とされる

マルセル ・デ、ュシャン以降のアートの推移を簡単に

述べれば、彼は従来の絵画や彫刻とし、う形式に当て

はまらないレディ ・メイド(既製品)という芸制明/

式を提起し、「別の語法で語り」、なおかつ意味のあ

る芸術を提出することが可能だとしづ認識を与える

に至った。

それを機に、芸術はその焦点を言語の形態から語

られる内容へと移行させた。「外航から「概含、」へ

の変化は、観念芸術の始まりだ、った。

50年代、抽象表現主義に対する反発として、ネ

オダダのアーテイスト達によって、デ、ユシャンが再

評価され、後に、コスース著『哲学以降の芸術』の

発表を皮切りに、コンセプチュアル ・アートは、多

くの美術家によって、様々な方法論で試めされ、様々

な可能性を生み出してしりた。

そして美術は、テイルマンスが言うように、「ポス

ト・OOJとしりた宿主である他如、ということが

前提になったので、ある。

しかし、ここで述べたいことは「芸術の終鷲」論



を姐上にのせることではなく、制作者が実践を行っ

ていくために何らかの前提を示したことは、歴史的

推移があったとし、う点尤

イズム崩壊後、ボーダーレスとなった美術状況に

おいても、鑑賞者の新しき形式への欲望は、 一向に

止まなし、無論、制作者の自我のみで動I'Iが宕倍さ

れる筈はないが、そもそも制作者が美術史上新たな

形式を生み出す必要があるのだろうヵ、

アートについて語る際、問題となる事柄は批評

の実践に自らの手を汚すことのない、論理につい

ての論理、つまりメタ批評としづ芸術の貧困であ

る。メタ批評は、容易に歴史や影響としづ系譜を

示すことは可能であるが、個々の活動の意義を示

すことにはならない。と同時に、メタ批評という

芸術を生み出す美術家が数多く存在していること

が問題なのだ。※3

「芸術の終鷲」論が事実であるとしても、制作者

は、どこに転ぶかとし、う前提を持ち、辛抱強く実践

していく他ないのである。

フエリックス・ ゴンザレス=トレス

私が大学の非常勤助手をしていた頃、講評会でガ

ムの包み紙を支持体にし、その裏面にスクリーン ・

プリントで、ある模様を刷った作品を提出した学生

がいました。その作品の音刊面はあまり良いものでな

かったと思いますが、私はその作品を今まで述べて

きた、ものの等価視や、フォーマリズムからの黍離

とし、う点で、興味深く映ったのです。

そして何より、フエリックス ・ゴンザレス=トレ

ス(以下F.G.T)のキャンディーをただ床に敷き詰め

たインスタレーションを思い起こされる作品でもあ

りました。

彼が講評会で提出した作品は、その 1点のみだ、っ

たと思いますが、ヴァルター ・ベンヤミンの『複製

ぜ伸靴の訴貯』を引き合いに出し、作品のコンセ

プトを述べていたと記憶している。

では何故、彼の作品は評イ面されなかったのヵ、

彼の方法論は、間違っていないが、円可州とし、ぅ

着地点がH愛昧だ、ったように思う。

F.G. Tは加年代にコンセプチュアノレ ・アートを試

み、実践した美術家である。

F.G. Tの扱う素材は、従来美術では用いられなかっ
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た日用品である。移しし激のキャンディ一、コード

に繋げられた複数の電球、オフセット印刷された用

紙の束、同じメーカーの二つ壁掛け時計、 wellωa

と肩押しされた玄関用ゴムマットの束、写真、新聞、

金箔、オリジナル写真複写によるジグソーパズルな

どである。

それらは加工されずに、ただ床に積み上げられ、

時には、積み上げられたゴ、ムマットの中に私的な写

真を忍ばせる。街の巨大なビルボードには、何の説

明もされないままベッドノレームにあった二つの枕な

どの手品句な写真がただ貼られている。

日用品をただ即物的に扱う行為は、既存の美意識

に対する叛乱である。在り方において、学生のガム

の包み紙の作品とF.G.Tの作品に違いはない。では、

その違いとは、作品に「エモーションな何かJがあ

ったかということです。美術作品を即物的に用いた

場合、エモーション(情緒)は矛盾だと思われるだ

ろうが、ここでは結果として、作品そのものから発

する情繍句な何かという意味である。

もう少し説明をしますと、 F.G.Tの作品に、同じメ

ーカーの時計を隣り合わせに展示した作品がありま

すが、彼の作品のほとんどが叩titl吋です。ところ

がその作品では、 rPerfectLoversJとなっている。

二つの時計は閉じ時を刻む。それは、エイズによ

って、先に亡くなってしまった彼との永遠なる愛を

表したのかも知れない。

また、 RιTはゲイパレードにも参加した。ゲイパ

レードは性差別へのアンチテーゼであることから、

日用品を扱う行為が、権威への叛乱であると読み取

ることが出来る。

しかし、そのような文脈を読み取らずとも、鑑賞

者はF.G.Tの作品を観て、「精神/物質Jとし、う二元

論が、ものを加工しない状態で同居していることに

気付くのである。それは、「既にそこにあるもの」で

あり、「言い尽くせないものJつまり「情縦句な何かJ

でもある訳です。

私はこの文章を書きながら、先日テレビで見た前

向性健忘による意識障害の母親が、子育てする姿を

映したド、キュメンタリ一番組のことを思い出した。

母親はごく短い時間しか記憶をとどめることがで

きないため、表が印刷された用紙に、何時何分、息

子が何をしたかを書き留めている。



息子と接した記憶をいつまでも残したいがために、

些細なことでも全て書き留めているのだろう。また、

家族が留守の場合、この方法が最も簡便なのである。

番組の最後に、無造作に置かれた用紙の束が映し

出された。私はその用紙の東を見て、ただならぬ必

然性を感じたのです。

その用紙の言説剥土、絵画に描かれた支持体上の記

号と同意である。しかし、私は、その用紙の束を絵

画よりも政納なもの同惑じ、複雑な想いに駆られ

たのです。

F.G. Tの床に積み上げられたオフセッ ト印刷と前向

性健忘の母親の用紙の束も、物質として考えれば全

く閉じ構造である。しかし、 F.G.Tのそれは(本人が

どう思うかとは別に)芸術とされ、母親のそれは、

ただの紙である。

私はF.G.Tの作品を知った上で、前向性健忘の母親

の用紙の束を見たために、それを美しく思えたので

す。それは、知的経験的に基づく視覚を伴った価{直

判断だ、ったわけです。

仮に、鑑賞者が真に新しい美術作品を出会ったと

すれば、それはまったく理解出来ないものに出会っ

たということである。もしくは、彼にとって既存で、

はない美術作品に初めて触れた場合である。

そのことは、デ、ユシャンが審査員をする「ニュー

ヨーク ・アンデパンダン展」に、デ、ユ、ンャン自身が

便器にRnuttと署名し、「泉」とし、う題名で出品した

が、他の審査員が、その作品を理解出来ず、展示拒

否した事件を喚起させるのである。

これまでの制作

私の制作について語っていこうと思います。

これまで1ffiとし、う感光レジストを使った腐蝕に

よる写真製版や、デュポン社の linBgeonJ とし、う感

光フィルムを使った写真凹版を用いて、銅版制作を

千子ってきt4，

原稿は、商業印刷で使われるイメージセッターを

使用し、デ、ジタル出力でポジフィノレムを作成してい

る。ご存知の通り、銅版は凹みがなければ、黒し、イ

メージを刷り取ることが出来なし、そこで予め、ソ

フトウエアーを使用し、画像に微細なランダム ・ド

ットを付け、デ、ジタノレポジフィノレムを作成する。

イメージセッターを使用すれば、最大制政Ipiの高
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角割象度で出力可能であり、肉眼では見えなし微細な

ランダム ・ド、ツトを形成することが出来る。

リスフイノレムによるポジフイノレム制作において、

現像時間を変え、ハイコントラスト調と中間トーン

調の二種類のポジフィノレムを作成することが可能で

すが、ネガフィノレムによる現像のような豊かな臨時

は望めない。

また、リスフィルムを用い製版した後、スヒ。ット

バイトなどの技法で中間トーンを補っていくことも

可能ですが、私の扱うイメージは、画面に対して量

けている部分が大半であり、リタッチは現実的で、な

い。その量けた部分をそのまま表すことが、作品の

主題になっているため、付け足された手技は、私の

制作首哉と明らかに違ってくるのです。

また、フォトグラビアでは網点の無い、詰蘭豊か

な製版が行えるわけだが、環境の問題や手順の煩雑

さなどがあり、現実的な方法で、はなかった。

当時、荒々しく、中間トーンの飛ばされた写真製

版ではなく、複雑な行程を経ずともフォトグラビア

のような譜調豊かな表面が得られることが、私にと

って魅力的だ、ったのです。

しかしその後、何故、より高解像度が得られ、写

真凹版に比べ簡便な行程で再現できる写真や

叩，rintではし、けないのかとし、う根本的な問題が顕

著になってし、きましむ

その問題は、当時の制作環境おいて、これが最善

な方法だと思い込み、作品に必然性が喪失した状態

で制作していたのです。

私と同じ条件でエドモントンに術主されていた方

にお会いする機会があり、「日本と比べ、良い版材が

揃っていなかったので、必撚的に制作を銅版から木

版に移行したJと話していただいた。

私の場合、イメージセッターが設備されている印

刷場が大学近郊にないため、現地で行える方法を選

択していく他ない状況でありました。しかし、その

ことを切っ掛けに、新たに制作展開していったので、

す。

歪んだ文字

捜訪日した当初、英語が上手く伝わらない日々が続

き、従来通りの制作が行えないことも原因で、フラ

ストレーションが少しずつ募っていきましたが、そ



の後、言語が伝わらないことが、制作のヒントとな

ってきました。そしてある日、美骨汗備校講師が私

に言った「よく見て描け」としづ言葉を思い出した

のです。

「よく見る」ということは多義的である。例えば、

平面に立方体を描く際、見えない形を想像しながら

描くことや、静物を描く際、ものとものを名詞で区

切らず、「そこ」といった空間を意識して描いていく

といった絵画のいろはを「よく見る」ということに

当て巌め捉えていくことが出来る。

また、アウトサイダー ・アートのように、対照物

を見ず、自動書記のように身体的に描いていったと

しても、その結果から心象と読み取ることができる。

つまり、「私を見つめることJを「よく見るJとし、う

ことに当て般め捉えることができる。

そして、その状況において、「よく見る」とは、ど

のような行為なのかと思考することが私にとって大

切なことだ、ったのです。

ある日、室内アンテナで繋げられたテレビの画像

が苦はも、歪み、内容さえ認識できない状態で、あった。

その古はした画像を見て、私はそれを絵画的問惑じ、

撮影し、銅版を制作した。

過去の方法で製版することは環境的に難しし、ため、

先ずはコントラストが高く、角制象度の低し、写真製版

を試みた。結果は、私の望んでいたものではなく、

写真で、撮ったそのままの画像の方が、より印象に近

いものであったが、後に必撚的な方法だと思えるよ

うになっていった。

テレビ画面に偶然映し出された文字は、電波干渉

によってエフェクトが加わり、もはそ判手読不可能な

形態で、あったまた、荒々しし、写真製版を用いるこ

とで、中間トーンは飛び、文字の輪郭が強調された

のです。

そこには、私が意識する「作品から作為的な痕跡

を排除していくことJがそのままそこに存在してい

たのである。

また、撮影する素材をテレビ ・コマーシヤノレなど

で使われる、スーパーインポーズに的を絞り、連作

の版画を制作し丸

映像を写真で撮影することで、シークェンスの一

部が記録される。つまり、言語をただ、のアルファベ

ットとして作品に用いたのです。
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私は写真に「加 DisJと1v画像に映し出された歪

んだ文字に興味を持ち、それを製版し、同じ版を用

いて、同じ大きさの紙にそれぞれ見当をずらし、 2

種類のレイアウトの銅版を刷り上げ、「ω凹と Ito

DisJと描カれた版画を隣り合わせに展示した。※図

版1

1. uii凶 34X37、34x4伽 銅版 紙 インク却7

その作品では、版画の棲数性を利用し、映像の連

続性を強調したわけだが、鑑賞者は「加山や ItoDisJ 

の文字を見て、「ωDis∞IverJあるし、は、その他の言

語で角献しようとするであろう。

そのことは、前記の「見るという行為が常に知的

な角献を伴っているJとし、うことから、鑑賞者それ

ぞれに読み取ってもらいたかったのです。

過去の制作では、視覚になるべく近いものを再現

し、手技を捨てることで、ただそこに在る状態を示

したわけだが、それは無駄な行為であった。

今更ながら私は、エドモントンとし、う土地に出向

き、雪の降り積もる光景や、歪んだ1v画面を見つめ、

絵画と現実にある絶望的な差異を受け止めていくこ

とにしたのです。

しかし、そうした葛藤を経なければ、「見ることの

i車続性」というテーマに的を絞った展示は行えなか

ったで、あろう。

r new v.orkJ展

帰国直前にアノレバータ大学付属FABGalleηで開催

した In開問汰」では、版画、写真、インスタレーシ

ヨン、オブpジェ、映像といった多数のメデ、イアを同

時に展示しました。そのことは、作品ごとのコンセ



プトに最適なメディアをi勤Rしてしりた結果で、すが、

図版3-5のように、会場は三カ所に区切られ、広大

な面積で、あった。

壁からの呪縛によって、無理矢理点数を増やし、

サイズを拡大するという解決策では、展示の意義が

散漫になると危慎を抱くと同時に、ただ空間を埋め

るといった作業協絶対に避けたかったのです。

出展作の「回T加国ITJとし、う映像作品では、当

初、ビデオカメラで撮影しようと考えたが、用意出

来ず、日本から携えてきたデジタルカメラで撮影を

行った。出口から南航、階段を下ろうとするが、ま

た出口に戻ってしまう「永遠に出口をさまよう様子」

を三脚でカメラを固定し、大明書内の階段を 1コマ

ずつ移動しながら撮影を行った。それらの写真を繋

げ、映像化し、ループした状態で、1vモニターlこ映し、

展示を行った。※図版2

コマ撮りは、「見ることのi覇期出という構造が既

に前主しており、そのぎくしゃくとした映像は、私

の不安で、あった心象と重ったので七

後日、エドモントンジャーナルとし、う新聞記事掲

載のため、 美術言E者にお会いする機会があった。「こ

の作品は、コンクリートで因われた空間を一人で歩

き回る様子が、観るものに不安のようなものを喚起

させる。初めて観た印象は、コンセフ。チャルな展示

だと思いましたが、 全体を通して観ると、心象的な

内容で、とても印象深し、」と感想、を述べていただい

た。

私は、版画に限定した展示を行うのではなく、敢

えて様々なメディアを使い、「見ることの連樹也と

いうテーマで展示を行し、ました。そして、展示要素

が梯佐であっても、コンセプトに整合性を保つこと

で、作品の中に潜む私の'L象を鑑賞者が感じてとっ

てくれたのです。

絵画とは、知的経験を経て存在する記号、 'L像、

具現化された「何か」であると同時に、私達の「既

にそこに在るものへの視線」、「世界への眼差し」も

また、先天的でないことは、周知の事実である。

世界を絵画にそのまま再現することは、無意味で

あることは言うまでもないが、私は、自我ではなく、

作品、場、もしくはプロセスそのものから発する 「エ

モーションな何か」を鑑賞者の自由な眼差しで、感

じてもらいたかったので、す。
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それは、中平が言った「そもそも世界を私達が説

明することができるのだろうヵ、 また、説明できる

世界であれば、今さら説明する必要など何処にある

だろうか」ということに尽きるのです。

2.回Tto回 TJ(1コマ目) 映像作品、lV、DVD

3. rr酬畑kJ展会場風景ー1F.組抽yカナダ却7

中央 晴樹銅版、叩枕紙インク aJJl

両虫歯2点l立、量けた都市のイ升ーコを写真製版しTこC

それを再び録影し、展示を繰り返す。皇訪精く限り、作品1;t7お主

に航、札、く。

左 「刊凶也lVJ rrila姐IT百台毛ニタ一、カメラ

手前にあるE ターとカメラが繋がってL泊。

モニターの前lこ映ったむ肋t増幅され扇面に映る。

それは合わせ鎮の構盆である。



4_ rl問 削 咽kJ展 会場風景-2Fi組色おy カナダ却7

右 II強制 145x加 n銅版、シンコレ紙インク、鏡

j皮の銅版を嗣コ置き、国識 を設営。E鴎陸棚置させ7こ。

中央 II説副 61 x81an叩枕紙インク、鏡

雪に車輸の蹴切イ井一二3を撮影した、6枚組の写真。

額の縁に鏡淵附けてあり、奥行きを広Ift::o

波、雪とむこ連続するイ井一:;ιて扱う。

左 rEXIT10回TJ映像1V、臥心(本文は見明)

左上「回T10回TJrr附 n曲目T劫、かれt::Zつの暫布

5. rl閣 vakj展会場風景-3 Fi紹 C泊 |同カナダ却7

右上l11titl凶 44x均百 エッチング紘インク※図1参照

右下 rArti坑由也市町映像、o-pri此 問、コピー用紙

アーテイスト・ステートメントをレタープレスで組み、その機子を

コマ撮りで撮影。 映像では文字が一つずつ消え、鑑賞者は読むこと

の出来ないアーテイスト・ステートメントを永遠に見つめることlこ

なる。

中央 :ns ~ achalf向11ワor伺ptyワJ(と書かれたTシャツ)

fls ~r a.p凶If四枕y?or和11?J (と書かれたTシャツ)

79x58an工ツチング、シンコレ剰Lインク

左 ・rr11除問Jrmi rror. J 61 x 871α1 エッチング銅板

l' 11除問rmlrror.とエッチングし、鏡面磨きされた銅板。
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最後に

今回の学会誌テーマで、ある、「版画の未来形Jっし、

ては、その解答はそれぞれにあることと思しぜす。

また、依頼文中にあった「ボーダー無き芸術」に

ついては、現在難問ま雌平なき状態にあるともいえ

るのではないでしょうか。

制作者、制評家、鑑賞者の三者が浸食し、既存の

美意識に叛乱することで、新たな形式を生みだして

きた状況は崩壊し、 制作者の眼差しは、より一層個

人的=自我的なものになっていった。かつて存在し

た三者の関係は、そのような包樟を経て、取り除か

れて行ったのかも しれません。

「美術の終駕」論lこよって、 制作者はある前提に基

づき制作しなければ、何も始まらない状況となりま

した。

その先の問題は、それぞれの制作を通して、解決

してして他ないと思っておりまマ九

参考文献

『なせ、植物区齢叫中平卓馬著筑摩書房

『中平卓馬「鳳保調帯 一 横浜J~ 樹兵美術官

『なにもなし、ところから卦附1はじまる』枯木野衣著耕1紳士

『アウトサイダー ・アート 現代美術が忘れた「郵船』

目時間藷光対土

~2 0世紀の美術と恩剖美術争懐編集部+制11渥=監修

美術出版社

『現代思噌、を読む事則今相二司=編輯貯土

脚注

※1 直瀦度のフィノレムで簡やネオンを撮影すると、荒士弘右苛もて

量けて映ること。当時、中平らが、作品に利用した行為の名物L

※ 2 、 3 の文章は、 一部 ~2 0世紀の美術と思想』 美術仕版社

谷川|渥氏 「イズムからアート」、藤枝晃雄氏「メタ社tii平を超えて」

の文章を参照し、本人が本:)(の文脈に照らし合わせ記i!s，

紙面構成・苅目上、抜粋・胸牲が託識できない箇所があり、寄援さ

せていただきました。



研究報告

版画作品の保存意義
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小林基輝

東京墓術大学大朝焼美術研究科版画専攻修了

1973年目 1976年スペインパlレセロナ留学

Vall ina Jesus教授に師事

国立文化財修復研究所にて研修 (マドリッド)

1976年ファロス絵画修復研究所開設

2003年財団委託、ホアンミロ美術展作品管理

国公立美術館、資料館、↑耕姉官の作品調査および修復

紀伊国屋画廊企画個展 (新宿)

毎日現代日本美術展出品 (都美術館)

現代の幻想画展招待出品 (小田急百貨庖)

グラフィカ画廊企画個展 (1¥ルセロナ)

サパデル美術明支企画二人点 (サパデル)

Syra画廊企画3人展 (バルセロナ，ガウディの家)

女子美術大学、千葉大学非常勤諦市
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国宝に指定された多くの絵画作品に浮也絵が一

点も含まれていないことが長い間の疑問で、あった。

たぶん同一作品が複数柄生してしまう懸念から

の指定外の処置でなかろうかと思うが、版画の将

来を考えるにあたっても避けては通れない問題で

はなかろうか。

数十年前、明治時代の駐日フランス大使のコレ

クションを調査したが、葛飾北斎の肉筆画、歌麿

の浮世絵、鈴木春信の数十点の作品などのほカ多

くの工芸品があり、その素晴らしいコレクション

に圧倒されたが、残念ながらそれらの作品は諸般

の事情で散逸し、現荘所在はわからない。

昨今、オ」クションに多くの版画作品が登場し、

巷聞を賑わすことも稀ではなくなっているが、そ

の最大の理由は、版画作品の経済的な価値が上昇

したことに他ならない。これまで版画の複数性が

作品価格の上昇を阻む大きな要因であったが、今

日では、版画作品の同一複数の相生は、美術作品

の大衆化、需要とも相侯って、価格決定の主な要

因からは遠ざかり、むしろ作品自体の保存状態の

良し悪しが、その決定の重要な条件になっている。

3年間の留学から戻り、以降今日までの35年

間に、私が調査修復で、取り扱った版画をふくむ絵

画作品は、数千点以上にのぼる。

それらの作品に見られたいくつかの鞘蜘句なト

ラブルを掲示し、特に版画作品保存上注意すべき

点や、制作上の留意すべき点を挙げて検証してい

きたい。

作品の市尉賞、破壊の最も大きな要因としては、

先ず、自然災害による建築物の破壊が考えられる。

わずかここ十数年の短期間に大地震が世界各地で

発生しており、その結果多くの文化遺産が消滅し

ている。

1 995年1月15日の阪神淡路大震災では、

展示中の作品の多くが被害を受けたことが報道さ

れている。上野の西洋期間官は、その後建物を免

震構造にし、地下室にその仕元且を公開している。

しかし、未然に防ぎ得たであろう人災が、実の

ところ、より多くの文化遺産の破滅をもたらして

いることも疑いの余地がなく、特にその文化遺産

の破壊が政治的な目的でなされる場合、よりいっ

そう完壁な破壊行為が進行することは歴史の証明



するところでもある。

わが国では、明治政府の中央集権確立という政

治的な目的のための廃藩畠尉こよっても、多くの

貴重な地方の文化遺産が消失している。

また、わずか数十年前の世界大戦により消失し

てしまった、数多くの国宝 ・文化財があり、且つ

また、今日ですら狂信的な一部の愛好家の起こし

た事件として、梅原竜三郎の油彩画十数点が、国

立労憾官で切り裂かれたこと、 1972年、バチ

カン宮殿では、ミケランジェロのピエタ像がハン

マー殴打によって破壊されたことなどが思い起こ

される。

1ド、ルが360円の頃、ガラスのケース無しの

素晴らしい大理石の像は、素手で触ることすら可

能であっteo当時ウフイツイ美制強官のほとんどの

絵画作品もガラス無しの状態で、あったし、ルーブ

ルのモナリザも間近に見ることが可能で、あっteo
作品をガラス越し、ケース越しに見ることを余

儀なくされてはいるが、このような事例が頻繁に

起こる現状からは、残念ながらやむを得ない処置

であろう。

数年前偶然発見された岡田三郎助の珍しし、銅版

画の調査を、所有者から依頼された。原駅は錆も

酷く、インクは版に残されたままの状態で 100年

の歳月が過ぎ、去ったものと考えられた。

当然錆による腐食も進行し、残存したインクは

固着し、試し刷りは写真1のような状況で、あった。

種々の溶剤で試験し(写真2)復元することがで

きたのは幸いで、あった。

ある地方の新聞社から作品の真贋の意見を求め

られたことがある。レンプラントのその版画作品

には、裏面に美鰍官のスタンプー創刊ーエスタ

ンプの判が押してあり、そのスタンプの意味合い

に関しての説明が必要とのことで、あっ丸

作品は美制強官の責任の下に、原版から直接刷ら

れたものであり本物である。それが、後々に刷り

上げられたものでその価値はどうか、という点が

問題の本筋で、あったらしい。

通常銅版画は、限定作品を刷り上げた院長で原

版に×印を刻む慣わしになっている、 (写真3)

無傷の原取が市場に出まわり、あらぬ混乱を生じ

る場合があるが、その辺の実際上の取り決めもな
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いのが実情である。

写真資料1 岡田三郎助銅版画発見当初の状態

写真資料2 インクを除去した状態

写真資料3 廃版にされた版画

私が文化財の保存に興味を抱くようになった切

っ掛けは、バルセロナの美術学校での Vallina

Jesus教授との出会いによる。

スペイン北部の人口 1万人、中世の面影を色濃

く残す材に師の家があり、留学中の毎夏一月ほど

糊生した。

この村はアルタミラの洞窟壁画で有名な

Satillana del Marにもほど近く、また、アント

ニオ ・ガウディの建築物 iElCapricho Jがある

ことでも知られている。

建物の所有者の貴族はマドリッドに滞在し、

Vallina Jesus教授がその管理のために、鍵を所

有していた。幸運にも、日本人として最初に私が

中に入ることが出来た次第はこの所以による。



しかし驚いたことにこの建物は、その後のパブ、

ル期に日本人によって購入され、かなりの改装を

経た後に、レストランとして現在営業されている

らしし、。

かように、経済的事由によっても、残された文

化財が大きく務完される事例もあるのた

失ってしまった文化財のその経過に関して考え

るならば、勿論現在まで、戦火による喪失の莫大

な例を挙げることに枚挙の暇も無い。

秦の始皇帝によるとされる焚書坑儒、クレオパ

トラも多くを学んだとされる、ブ、ノレフェイオン図

書館のカエサルによるとされる破壊などが、すぐ

さま思い起こされるが、貴重な歴史的資料の被る

被害は実のところ戦火によるものだけではない。

最近、日本の文化財に対する認識を世界的に庇

めた二つの出来事。一つは、さる大企業の美術コ

レクターが、購入したゴ、ッホの作品を自分の枢に

入れ、一緒に火葬して欲しいと言ったことが、外

国で報道され、大変な聾楚をかった事例、国宝高

松塚の壁画が、見るも無惨な状況に置かれたこと

などは、文化財に対しての認識のずれ、美術品の

保管 ・管理 ・対応の不適切さと、その修正が如何

になされえ尋なかったかとし、う顕著な例にすぎなし、。

本題である版画保存の将来の展望について、以

上のことがらを踏まえ、作品が将来被るかもしれ

ない、起こるかもしれないトラブ、/レを未然に防ぐ

ため、作品制作時の留意点を述べ、参考に供した

いとものと思う。

制作者が制{怖に使用するもろもろの材車ト支

持体としての紙、絵の具、糊来トであるが、その

材料が十分吟味され、正確な情報の元に濁尺され

使用されているとは言いがたいのが現状であろう

と思われる。

マドリッドの国立文化財研究所で研修していた

折、 一人の物理学者が、 20センチX5センチの

短冊形の Arshu紙の耐性誤験を繰り返していた

ことを思い起こす。

引っ張り強度、而北用虫度、破裂強度を日々数百

枚試験していたが、毎年発売されるメーカーの製

品と資料の点検に、膨大な研究を続けており、そ

の結果から作品の保存、修復、作品の制作に適し

た素材を限定する作業が繰り返されていた。
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我々が使用している版画用紙も、このような地

道な研究者がいて初めて、メーカーの製品管理に

対等あるいは圧力をかけうることが可能になって

くるわけである。

ところで通常、いろいろな資料の劣化誤験は、

時間を大幅に短縮した強制試験を行うが、実は美

術品に関してはこの方法だけでは不十分と思われ、

30年ほど前に、女子美術大学の版画研究室に依

頼し当時助手をされていた安田れい子氏に多くの

サンプルを作成していただ、いた。

写真資料4 (様々 な刷りの変色試験資料)

その後、この資料は今日まで、半面をフィルムで、

遮光し通常の状態で保管、その変化を随時調査し

ている。この結果いくつかの絵の具は変色し使用

に耐えないことが判明した。

志向鹿きは日本で高度に発達した特別な技法であ

り、その高純度の紙は修復の世界ではなくてはな

らないものである。

西洋に紙漉きの技法がイスラム文化により伝え

られたのは、 800年もの長きに亙ってヨーロツ

パの一端スペインに、イスラム王国が君臨してい

たおかげではあるが、イスラムの水力利用の高度

な応用揃同こよって、水車の水力による石臼での

車刷斗の叩解などが見事に行われていたのが、実は

1 1世3紀のことである。

ところが、紙の叩解が行われた石臼とその杵に

は多分に勝士が含まれ、フォクシングと言われる

茶褐色の不定形の染みの発生が後に見られること

になるが、その鉄粉のf見入を、ジャックカロの版

画で見出したことがある。

またこのフォクシングは、紙を湿すオtの不純物

によっても引き起こされるので、制作時に使用す

る水には十づ士注意を払いたいものである。



写真資料5 (北)11民治木版画 多量のフォクシンクヲ

f制鹿きに使用する水は、人里離れた表層の凍っ

た谷川|の水が最良といわれたが、不純物平微生物

の少ない環境下での紙漉きが、最良の紙を作り出

す最低の条件で、あったことが領ける。

多くのトラブ、ルの原因を遡及していくと、制作

者にその問題がある場合 もしくは作品所有者の

保管上の品曜の何れかに行き着くが、しかし、時

折全くの部外者、作品の通過点に過ぎない場所で

のトラブノレに遭遇することがある。

写真資料6 シャガール リト全体の折れ曲り)

この作品は、ある画商によって海外から日本に

送られたものだ、が、通関の手続きのため屋外に一

ヶ月も放置され、折れ曲がってしまったものであ

る。これは全く特殊な事例と思われがちであるが、

作品折れの状況はそれぞれまったく違ったケース

で、あっても、単純なミスの積み重ねが多く、未然

に防ぎ得たものである。

刷り圧が強すぎた場合、のちにはその経年変化

でダメージが顕著になり、破損する場合もある。

また、刷り圧力が強すぎてイメージ部分が湾曲

し、鑑賞に堪えないような作品もある。

刷り工房に刷りを委ねた場合に、その原駅の管理

が不十分で、思わぬトラブノレが引き起こされた事

イ牛があった。
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写真資料7 (ホアンミロ プレートマーク破損と勧

写真資料8 (長谷川潔銅版画裏面の波うち)

作画者と刷り師が異なる場合には、サインの

問題をも含め、素材の吟味から使用する糊料まで、

確実に指示を徹底すべきは当然のことである。

ジャスパージョーンズの作品の添付に使用され

たアラビアゴム糊は、かなり変質し、表面にまで

染みが現れ、施有、が表出していた

•• 写真資料9 (ジャスパージョーンズ糊のトラブル)

作品に糊を使用する場合二つの使用方法が見受

けられる。アップリケ技法でイメージ部分に別の

紙を当てる手法では、その際使用される糊が、

後々徽の繁殖を促し、作品に大きなダメージを与

えたり、また、紙が剥離u尉賀することもある。

もう一方の使用法は近年特に多い、作品をマツ



トで固定せずに、台紙の上に浮かした状態で額装

しである場合で、作家自身かなり注意深く処置し

である作品ですら、接着剤による表層への染み出

しや、絵の具の変質変色を、短期間にもかかわら

ずに見受けることがある。

糊は十分吟味し、作家自身変化を調査した後に

使用すべきものであることを、喚起しておきたい。

写真資料10 (ソルウイット シルク

裏面の両面テープが表出)

制作者の注意すべき点を要約すると、

1. 湿し水は不純物の極力少ない良質のも

のを使用する、汲み置きをしない

2. 支持体(特に使用する紙)を過信せず

自分でサンプリングを作る。新しい素

材を使用する場合特に必要と思われる。

3. 使用した絵の具の槌色試験のサンプリ

ングを作成しておく

4. 使用する糊のサンプリングをする

6. 使用した素材、技法を明記した記録簿

を作成する

作品保管上の多くの問題点は、特に高温多湿の

日本では頻発する徽による被害であるが、

写真 11 (加山文造銅版画発生した大量の徽がイ

メージ部分を全て覆ってL、る)

徹の被害は、作品の絵の具の変色と同時に、支持

体の紙を脆弱化し大変危険である。
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版画がいまだ粗末に扱われていた当時、極端に

思われるかもしれないが、実際ホアンミロの貴重

な色刷り銅版画が、風日場の棚に数年開放置され

ていたこともあったし、電気代節約のために、空

調を停止していた別荘の、リキテンステインの大

作が、全面徽に覆われてし叱ケースや、空調設備

が故障し、さらに長しψドみが重なって、徹が収蔵

庫全体に蔓延していたこともあった。

写真資料12 (モランデイ 大量に発生した勧

極端な例ではあるが、作品収蔵庫の上層階の水

道管が深夜に破裂し、 ドラム缶20本ほどの水が

流れ込んだ事件もあったが、この事故の場合は直

接作品が水を被らずにすんだのは幸いとしても、

その後の吸湿による作品への徽の発生などは、保

険の適用外として附卜され、対応できずに現在に

至っている。

ホアンミロ財団の委託を受け、日本でのミロ展

4箇所の巡回展で、の作品管理を行った際、先方か

らかなり厳しい指示を受けた。

作品斡迭も温度湿度調整の可能な美術品専用の

車両を使用するのは当然であり、且つ展示会の会

期中も、デジタルカメラで撮影し、その都度、経

過を報告することが義務付けられた。

メールで、の報告書作成に関しては、双方の言語

の統ーを図るため、共有吉字書を使用し、無用な混

乱を避けたのは言うまでもない。

理想的な環境下で作品を保管管理することは、

各大学の研究室レベルで、は到底無理で、あり、将来

的にはそれぞれの大学で収蔵されている作品を一

括して保存するようなセンターが必要ではないだ

ろうか。かつては倉庫内で、鼠による被害も多く見

受けられた。このような極端な被害を被る以前に

その対策を採りたいと思う。



写真資料13 (ミロ展示会作品とデジタル画像を比

較し緑青部分の変化をチェック)

写真14参照 (広重浮世絵鼠の食傷被害 )

写真資料15 素晴世した雁皮紙〕

これはまた特殊な場合ではあるが、上記作品の

ように、素人による修復で雁皮紙が剥離し、薬品

が化学関芯した悲惨な作品の調査を依頼されたこ

ともある。

Johann Gutenbergによって 1445年頃活字

の鋳造、印昂附守が考案された。それから 1500

年までに刊行された書物は Incunabulaといわれ

るが、四半世紀以前これらの書物とそれに含まれ

る木版画を研究するため、ヨーロッパ各地の大学

図書館、国立図書館を訪問した。当時はいずれの

図書館でも特別室でそれらを自由に閲覧すること

が可能だ、ったが、それはもうすでに昔日の思い出

になってしまっt4，
1492年西ヨーロ ッパ世界とイスラム世界が分
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離、その後スペインは黄金時代を迎えるが、 16

世紀半ばには宣耕市らによって日本に西洋式印刷

術が伝わり、多くのキリシタン版が刊行された。

1 7世車己初めには本阿弥光悦、俵屋宗達らによっ

て、いわゆる嵯峨本が作られるが、徳川幕府の鎖

国政策により日本は印刷の術を失うことになる。

諸外国の印刷の歴史とは全く逆行する運命をた

どることになるが、そのためもあって木版による

出版の梯貯が向上し、世界に名だたる浮世絵の隆

盛を見ることになるのは、全くのところ歴史の皮

肉というほかなし、。

散逸し、保存、修復もままならない多くの浮世

絵を見るたびに、一刻も早い時期に浮世絵が国宝

に指定され、日本版画史にひとつの金字塔が打ち

立てられる日の来ることを切望してやまない。

その為にも版画作品の保存修復の知識の普及に、

学会としてぜひ力を入れてほしいと思う。

この学会誌が50号を発刊する頃には、各分野

ごとに纏められたDVDの発刊を期待したい。

今日まで、多くの貴重な論文が、学会誌に肺訴各

なく掲載され、しかもその資料、論文の検索には

H初てな時間が必要になっている。

外国の研究者、版画家にも広く聞かれた学会誌

であるために、早急に、英語をはじめとする諸外

国語の翻訳をも期待したところである。

現在、各大学で行われているそれぞれの研究を

合理的に結合するような、新システムもまた切望

されるところである。あわせて外国から訪れる版

画家およびその研究者への対応窓口設立も検討の

必要があるはずである。

重ねて記す。版画が、版画という複数を創出す

る宿命とジャンルを超えて、確固たる美林泊句地歩

を確立 ・獲得するのには、版画作品の制作 ・保

存 ・修復のために、今為すべきは何か。

ここに提示した、これまでの筆者の体験の一端

から、各位の一考、再考をいただければと切に思

う次第である。

参考文献

庄司浅水本の文化史1969年出版 雪華社

Dr.A.E. W巴rner Los Conservadores de Obras de Arte 

Joan Bassegoda I Nonell Gaudi 
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1 はじめに

明治2年、政府により開拓史が設置され倭人入

植によって、今日の1回毎道近代文化は築かれてき

たとも言える。アイヌ伝統文化を除いては、特に

伝統郵貯文化をもたない本道において、中央から

発信される文化はすぐに吸収するため、文化や風

俗は中央のコピーとさえ称されることも少なくな

し冶 相毎道における総合指w史は今回敬一著「北

海道美術史」などに詳しいが、相錨草の総嗣句な

版画史は解明されてはいなし、。

材高では過去を振り返り、新たな未来形へつな

ぐ水脈としての調査研究を目的とし、主に閲覧提

供資料や遺品資料にで情報を採集。聴き取り調査、

文献などで裏付けをし、調査を行っfこ。

2 戦前における北海道の創作版画

中央版画壇での「方寸」、 「月映Jなどの創作

版画運動は本道にも大きな波及をもたらした。北

海道における創作版画の産声は外山卯三郎らによ

って発行された「さとぽろ」にはじまり、自画、

自刻、自刷の創作版画が展開されてゆく。

2 -1 北講道創作版画の繋明期「さとぽろJ

北海道大学出身の外山卯三郎(1903-1980)は東

京の村山知義を中心とした IMAVO・マヴ、オJ同惑

化。村山からダダイズムを学び、帰道後の

1925 (大 14)年 6月 1日、外山と中心とする 8名

によって、札幌詩学協会を結成し雑誌「さとぽ

ろ」を発行する。創刊号では詩の研究(音楽 ・文

学 ・美術)と劇の研究(演技 ・舞踏)の大きく 2

分科化し、外山は「吾々は総ての美を追求したい。

市して詩を創造して行きたい。詩は総ての割fの

アルファーで、あり、オメガァであると思う。」と、

美術を詩に関連づけた傾向で、その発表と研究を

行っている。劇の研究では実活動として、年二回

の上演と週二回の練習などが行われていた。

それら「さとぽろJ活動の中の一環として創作

版画の発表が行われており、大正 14年 9月 25日

から 3日間、北海道で初めての版画展と言われる

札幌言字学協会第1回版画展が開催される。出品点

数は 127点で「月映」の藤森静雄が出品していた

事は興味深い。その他に参考出品としてシャガー



ルやカンデ、インスキーの作品も展示されたという。

その後は、査と版画などの合同展となって開催さ

れ、和幌詩学協会としての版画発表は3回で幕を

閉じることになる。また、審査制地方公募展「道

展」の審査に疑問をもち、対抗する形で、アルデパ

ンタン形式の美術展覧会を開催したが、初回のみ

で、終わった。

雑誌「さとぽろjは 85サイズ、 100ページ前

後の雑誌で、マヴォの村山にダダ束I!J激を受けた外

山が編集者を務め、レイアウト、内容などはマヴ、

オが持つ特有の前樟刊生からは匪灘があり、札幌詩

学協会のもつオリジナリティと北方気質が垣間見

られる速度と素朴さをもっ地方版画誌である。版

画作品は、詩に付随する挿絵や、扉絵、新氏など

として、刷った作品を貼り込みする装丁で、あった。

その大半が陽刻法による木版調のモノクロ作品が

多く、エディション、サイン、タイトルなどの記

入はなく、詩学と共生する絵画として位置づけた

ことがうかがえる。前期巻での版種明記は特にみ

られないが、刷りの均一性と当時の中央版画壇で

のリノカットの多用からすべて木版画と断定する

こと防壁けた川後期では印局|聞も変わり、作品

の貼り込みは活腕且みに変更。油彩、水彩、写真、

小説も加わり文芸誌並みに昇華した。当初、年間

6'"'-'8冊発行されたが、外山が東京に戻り編集者

も変わるにつれページ数やサイズ、装丁の変更、

寄稿者や内容も固定され高島の傾向がみられ、後

の昭和 4年に全 29冊で廃刊になるが、同時期に

創刊された全国の数ある同種の版画誌の中でも、

「さとぽろ」は全国で首位を競う継続発行部数で

あろう。

また詩学協会に関わった同人もそれぞれの活動

を行っていた。本間紹夫は北海道初の地方公募団

体であるj舗道美術協会「道展Jの創立会員とし

て中心的柄主となった。本間の家業は札幌市内で

営まれていた「北海石版所Jで、自らも印刷業を

生かしたリトグラフの作品を発表している。また、

各画壇や文化人との交友も深く、昭和7年には三

岸好太郎が本間の印刷所にて石版画を試み、独立

展に出品している。また、旧帝国ホテノレの設計者

であるフランク ・ロイド ・ライトに支持し、自由

学園設計(東京 ・池袋)の遠藤新に並ぶ建築家の田
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上義也や、羽毎道の土産菓子として馴染み深い、

六花亭包新兵に起用された山岳画家 ・坂本直行な

どがあげられるが、他の同人の大半は期待専攻で

はない大学教授などが中心で、画家を生業として

いる者は数少なかった。

その後、太平洋戦争開戦により本道の版画界は

大きな変遷を遂げるこことなる。

※1 さとぼろ重IJfIj号

左の版画l訪ト山の作品で 「糊観情鎚調糊酌

3 戦後における北海道版画

本道において『版画』という美術ジャンル確立

は第二次世界大戦中の川上澄生の疎開、北岡効佐

のお董、札幌版画協会(現:羽毎道版画協会)の

創立によって大きな躍進と展開を遂げたと言って

も過言ではなしL戦後復興にともない、先達の助

言と進言は次の世代に勇気と希望、奮起を与えた。

3-1 北海道創作版画・創生期の偉人たち

太平洋戦争が開戦し、戦火も激しくなった頃、

中央版画壇の先達は疎開として勝亘する。

いち早く 、北の地に赴いたのは川上澄生で、あっ

た。妻の実家は北海道で、戦火はもとより出産の

ためもあって白老村に転居。1945年(昭 20)に英

語の朝市として苫小牧市の苫小牧中学校の嘱託教

員となり、英語の教鞭をとっている。来道を機に、

北国の風景やストーブをモチーフとした作品を生

んでいるが、版画家であることをあまり表出さず、

普段は英語耕市としての柄主だ、けであったとしづ。

しかし、)11上に憧れ、訪ねた者には帰京後も手紙

や作品批評通信は頻繁に行われた。義弟で、詩人

でもある更科源蔵をとおして百田宗治らの文学作

家たちとの交流もあり、川上が装丁などで関係し

た相毎道での出版物は 50冊を超える。また、棟



方志功、柳宗悦らも来道時には澄生を訪ねている

し、更科源蔵らと道内を取材の旅に出るなど、版

画家 ・川|上澄生として充実した北海道日制tを過ご

した足跡をうかがうことができる。

終戦まもない 1945年(昭 20)、新たな地方公募

団体、台直美術協会「蛍草展」が創立されるが、

川上はその創立会員となり、尽力する。第3回展

(S23)では函館出身の前田脚色第7回展(S27)で

は幼少日械を村尊と夕張で過ごした斎蹴青、第1

1回展(S31)では北岡文雄が会員になり 、さなが

ら中央公募展並みの版画会員がならび、実力派公

募団体となって大きな盛り上がりをみせた。その

中に、後に現代の北梅道版画の核を築きあげた大

本靖、尾崎志郎、渋谷栄一、一原有徳、渡会純介

らが続いた。版画制作を行う人口も増え、優れた

感性と捌fをもった作品が出品され、オロ毎週こお

ける近代版画が関委、確立したのはこの頃といえ

よう。この時期に更なる拍車と機動力を与えたの

が北岡文雄で、あった。

北岡は 1950 年代前半から度々、 ~Q毎道に訪れ

ては大本、尾崎らと会い、日本版画協会への出品

と本凶晃に版画協会をと、進言してしザらその後、

北岡はフランスに留学し 1956年(S31)帰国後、 妻

の実家で、あった札幌に2年ほど漸主し、北海道版

画の新たな幕開けに賛助するのである。

また、当時の北海道樹子頭取、島本融は北岡の

良き理解者であり、応援者で、あったため、札幌で

個展を行い、漁村や冬の景色をテーマにした作品

を生んでいる。余暇をみては増毛まで足を伸ばし、

釣りを楽しんだという。帰京後も度々、北海道に

訪れては交流を欠かしておらず、札幌版画協会

(後の北海道版画協会)は、節目に北岡を招き、

その後の発展を報告するなど、その恩恵を忘札る

ことはなかった。

その頃、日本版画協会、国画会などで頭角を現

していた前田政雄は「相毎道風最版画」、 「相毎

道南風景淑画」などの連情頂布会を開催し札幌、

函館でも、木版画の講習会を開いている。1962

年(昭 37)の日本版画協会函館巡回展の実行委員

などを務めるなど、本道における版画の展開に大

きな尽力を注し、t-::前田は 1924年(大 13)、函館

で開催されたアンヴオール展で、平塚運ーと知遇を
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得、早くから上京するが、度々帰道しては個展を

開催したり、北海道の美術公募展に出品するなど

郷土との関わりを大切にしていた。

中央版画壇の先達とのに出会い、ォロ頓萱版画は

大きな機動力を抱え、新たな動きがはじまる。

3-2 北海道版画の青春時晴版画協会」

大本靖、尾崎志郎を中心に北岡の提言により、

8名によって 1954年(昭 29)に札幌版画協会を発

足する。翌年の第l回札幌版画協会展には、)11上

澄生、北岡放佐、関野準一郎、斎劇青、平塚運一、

前田政佐、河野薫などの中央版画壇の面々が賛助

出品し、会期中 1，000名を上回った記録が残る。

さらに 1959年(昭和 34)、札開板画協会は広い北

海道内の版画作家の親睦と道版界の発展を目的に

全道の版画作家に呼びかけ、北海道版画協会を

34名にて結成し、札中期坂画協会はその前身とな

った。目的は次のように記されている。 ["この会

は版画美術としての内容をより高めることを第1

の目標とする相毎道の版画作家によって構成され、

各自の自主的な立場を生かし所属団体、思想、作

品の傾向、版種を問わず版画の総合団体として作

家活動を容易にし、相互の親和をはかつて道版画

界の向上発展を強力に推進することを目的とす

る。」。 会報の「道版ニュース」では各会員の近

況、アトリエ訪問、技法研究発表、割高などで構

成されており、会の趣旨が垣間見られる。その中

には、加藤八州、|の北海道取材にあたっての随想寄

稿や、畦士悌太郎や上里子誠などのアトリエ訪問記

などもある。また、中央での展覧会感官、、課題や

批評などの執筆もあり、相互研績の場で、もあった。

1958 (昭 33)年には北岡の提言で渋谷栄一の尽力

※2 机J悌坂画協会創立の頃 川上澄生を囲んで



により、羽甑蓋学芸大学にて木版画は北岡文雄、

銅版画を駒井哲郎による版画講座が開催され、モ

ノタイプ制作に取組みはじめたばかりのー原有穂、

東京す云出する間際の河野薫、渋谷栄一、渡会純

イ介らの姿が見られ北岡、駒井の来道講習会は大き

な束|臓を与え丸

その後は定例展覧会と小品展の年2回の展覧会

開催や、広く一般への啓蒙活動として年賀状版画

講習会などの活動を行い、 1凶毎道版画協会は広大

な北の大地の版画界を網羅し、北海道の芸術文化

向上に多大な影響を与えた会ともいえよう。会員

も多種多彩な版画作家が集っており、斉粛青や何

野薫を指導した成田玉泉、)11上澄生に海内無双と

称された薯版作家の香川軍男、棟方門下で板画精

神を貫く地井功雲、中でも東京生まれの留萌育ち

で、関野準一郎に学んt~lí暗日貞夫は柑街宣の自然

を武骨なフォルムで展開した作品は評価が高く、

40周年寄己念展では特設展示もされた。これまで、

にオ回毎道版画協会に在籍し、関わってきた会員数

は200名近くにのぼる。ヰ回毎道版画協会の発足に

あたり、大きな一つの組織となって確立したよう

に見えるが、個人の制作や発表は自由で偏重する

ことはなく、小樽や帯広にも版画協会が発足して

いる。

※3 版画講習会中の1岡 効 佐

4 北海道版画の新世代作家と展覧会

本道において版画の美術性が確立し、優れた作
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品が次々と生まれくる中で、次世代の作家たちは

さらなる躍進をしてゆく。

後に日本版画協会や春陽会などに出品していた

渋谷栄一、渡会純{介らはパリの「フリードランデ

ノレ工房J、 「アトリエ 17Jのへイターに学び、

帰国後、渡会は札幌銅版画研究所(現:さっぽろ

自由工房)を設立、渋谷は日本版画協会北海道支

部を設立するなどの活動を具体化し、現代の柑毎

道版画界の担い手となり後進を育てている。

また、団体に属さない各個人作家も独自の活動

を行っている。道東綱走でカラーメゾチントを制

作し、後進への出問肱に努める清水敦、フロッ

タージュの岡部昌生はフランス、モンパルナスの

工房 fltemJからエデ、イションを発行。記憶に新

しい国際指幌、第 52回ヴェネチアビ、エンナー

レ日本館の作家になる。ニューヨーク研修を経て、

各国際展でのグランプリ受賞などの実績をもっ文

沢詳子、スペイン ・フランス留学を経て多くの美

林司官収蔵と国際展発表歴をもっ越谷賢一、作品

「スカイスケープ」シリーズで知られ、 j紗トでそ

の評価が高い沢田哲郎、また十勝朝浦幌町出身の

矢柳剛、名寄出身の木原康行らは「アトリエ

17Jで学んだのちフランスに漸生し、日本人版画

作家として頭角を成している。このほかにも多く

の優れた版画作家が活動をつづけているのはいう

までもなし、。

また、刷り師の世界では阿部徳三氏に師事し、

札幌にセリグラフ工房を持つ佐藤浩司、木版画

家 ・尾崎志郎を父にもつプリントハウス OMの尾

崎五五根室出身で磯崎新などのプリンターとし

て数々の新責をもっ石田了一工房の石田了一、今

金町出身の赤川勲などがあげられる。赤川は晩年、

帰蓋し北海道の版画をさらに普及しようと、資料

館を兼ねた赤川版画工房をオり低萱に移設するが、

志半ばで逝去された。

展覧会では 1972年(昭 46)、和幌で冬季オリン

ヒ。ツクが開催されるが、札幌オリンヒ。ツク冬季大

会芸術子事「日本の現代版画展Jが開催された。

80年代になると版画ブームの波は本道の芸術

文化にも影響を与えた。美術評論家の企画、キュ

レーションによる「版画の新世代展」や「版と 8

人展」、ね街道立近代期間宮主催による「プリン



トアドベンチャーJなどが継続的に行われた。

1991年(平3)には道民の手による初の国際版画展

である「さっぽろ国際現代版画ビエンナーレjが

大々的に開催された。毎回、参加国が 60'"'-'76ヶ

国、出品点数が 2000'"'-'4000点、入選率が 3%強

の国際コンクーノレで、あった。2000年(平 12)の第

5固まで刺繍されたが、 H寺代の潮流にのまれ閉幕

した。このビエンナーレはオ回毎道行政も全面的に

協力、多くの道内企業の協賛により実現となった

コンクールで、国際都市である牝幌を舞台に、世

界の現代版画が集結、展示された意味は大きかっ

た。

公立動櫛展覧会の他に、版画コレクターキ私

設期鵡も独自の展覧会活動を行っており、平塚

運ーヰ萩原英雄、加藤八洲など、自社がもっ絵画

コレクションを定期的に開催している札幌の北武

絵画言古念館。ミッチ&フランシス ・ミラーピカソ

コレクションを取得した岩内の財団法人荒井記念

美併f館は、現主Eまでに267点におよぶピカソの版

画作品などを収蔵し、作品入れ替えを行いながら

常設展示を行っている。これらの施設の展覧会は

版画鑑賞の拡張にもつながっており、本道におけ

る版画芸術の発展をサポートし、社会奉仕ともい

える活動をおこなっていることを特筆しておきた

しL

また他に類を見ない自主グループ展としては、

小樽出身の版画家、小林大の呼びかけにより

1992年から開催された「プレートマーク展」は、

函館出身の西川肇ーキコ角田元美など、若手作家と

中堅作家が集い、北海道と刺|、|の列島を結んだグ

ノレープ展が行われ、通算 90名におよぶ道内作家

が出品した。

※4 机J開鵬醐兜斤開設懇談会

左から尾崎却目、渋谷栄一、渡会純{介
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5 北海道における版画制作と発表の現場

また、個人作家が運営する貸アトリエや教室の

他に、道民の版画制作意欲に大きな拍車をかけた

のは 1992年、渡会純{介(銅)、阿部昌生(石)、玉

木怖也(木)、佐勝告司(却の4版種4名による監

修で札幌市が腐蝕室、暗室など備えた版画工房を

札幌卦|すの森に新設し、版画講習会の開催や貸制

作アトリエとして利用されている。この工房の開

設によって、これまでブ型サイズの腐食、刷りな

どが困難という問題も解消され、ブ℃型作品を制作

し中央公募展への出品者が増加した。また、日本

版画協会ね毎道支部の協力により、これまでに中

林忠良、小作青史、宮下登喜雄、小林敬生、池田

良二、丸山浩司、渡辺達正、 星里子美智子など、中

央の現代版画作家による公開講座が開催され、今

日の版画発展と交流の拠点となっている。

北海道での発表の場としては前項で鰍Lた「道

展J、 「台董展jの他に「新道展Jといった地方

公募展覧会は札幌市の外郭団体が運営する札幌市

民ギャラリーで行われている。また、各団体は記

念展など大規模な展覧会になると道立美林鵡の貸

館を利用している。個展会場としては杓幌、旭川、

帯広などに貸ギャラリーが数件あるが、他の地方

によっては本格的なギャラリーがなく、仮設的な

展示方法でし判子えない会場も多々ある。また版

画を常時取り扱うマーケティング機能を備えたギ

ャラリーや企画画廊が柄生しないことは、地方ギ

ャラリーの弱点でもあろう。

6 おわりに

近年、北海道で、は大きな柄生を失った。前項で

ふれた木版画家 ・尾崎志郎と、日本版画協会会員

で地方公募展「道展j会員の銅版画家 ・更科誘の

逝去である。

本道において版画が青春期を迎え、その普及と

発展、後進の育成に寄与した先人達の功績と努力

により築かれてきた版画壇で、今日の制作と発表

の場があり、有形無形の，恩恵をうけていることを

知らずしてはし、られない。資料調査によっても版

画における組織や団体とは何であるか、創作とは

何か、個々の作家性、世代の役割など、歴史変遷

上の発言は、版画の未来形につながる言説が数多



くみられる。

近年、さまざまな技法の発展により作品のみが

進化している事は讃えられることでもあるが、今

一度、版画史を再考し、版画の未来形として過去

を残してゆく作業と時間が必要ではなかろうか。

日朝tも進化し、情報量の氾濫、世代交代キ転居、

逝去などにより歴史が埋もれてしまう危機を迎え

ている今こそ歴史変遷を再考し、記録として留め

なければいけない。

このような時代、 昨年 10月に総合芸術施設で

ある牝幌芸術の森難問官では大本靖展、工芸館で

は本会の「大学版画展受賞者展Jの巡回展が行わ

れ、新旧の版画を一同に鑑賞する機会があったこ

とは大変意義深く、 相筋萱の版画史に残る年であ

っt4，
本稿ではj舗道版画の歴史変遷を総榊句に整理

調査したもので、材高に書ききれない詳細な時事

やヰ悔道出身作家、地方貢献してきた作家もまだ

多く相生することは言うまでもなく、紹介しきれ

ない事をご理解し、ただきたい。

この寄稿を期に、更なる過去の詳赤眠周査とその

後の展開を調査し、随時報告してゆきたい。
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武蔵野美やi行て学で通信教育課程が開設された 2002年、

私は男リの剖曙に所属していたのですが、通信教育課程研究

室のスタッフとして就任していた友人から、こぼれ話をよ

く聞いていました。開設時、科目によっては、短期大学通

信教育の実績から踏襲できる指導対去もあったのですが、

版画は新たに設置された科目なので、ほぼ全てが初めての

試みだ、ったようですユ特に、技法や工程といった実践によ

って身につけることを、通信教育で指導していく難しさと、

学生個々の経験の差によるサポートの大変さを、その友人

は諮っていました。当時の私は他人事のよう(:.J惑じていま

したが、その一奇者灸に、通信教育の現場でスタッフとして

様々な科目に携わっていくこととなり、右も左もわからな

い中で手探りの日々が始まりました。

【通信教育課程版画コースについて】

武蔵野美併汰学の通信教育は 1951年、前身の商談野美

術学校時代に始まり、短期大判奇代を経て 2002年に 4年

制通信教育課程として開設されました。

学桝 (4学桝9コース)の一つで、ある油絵特ヰの中lこ、

版画の基本技法を身につけ、版を用いた表現の可能性を研

究してして版画コースが新設されたので寸。

【通信教育課程在学生】

通信教育課程では、 2007年 6月現在で3145名が学んで

います。入学試験はありません。専門学校やー脚て学、美

術系短期大学などを卒業している場合は、個々の明璽によ

って単位が認定され、2年次や 3年次への編入学が可能と

なる制度もあります。在学生の年齢層、職業、在住捌或も

様々 です(表 1劉旬。

表 1 ・在学生ヂ-~ (2007年 6月現在)



【教育謀程について】

教育課程は、造形の基礎と理論を幅広い分野から学ぶ 1、

2年次の総合課程係1)と、より専門的な知識や即時学

習し、表現Jりを高めるための科目を履修していく専門課程

(※2)から成り立ちます。学生は、総合課程で学びたい分

野の科目を選択(一昔日必修)し、所定の単位数を満たした

上で、 3年次に専門課程の希望コースへと進学します。在

学年数は l年次入学で最長 10年となり、各自が卒業まで

の計画に沿って学習を進めていきま吹ー 3年次編入学の場

合、最短で2年での卒業が可能ですが、卒業所要単位を修

得するためには、より計画的な学習が必要となります。

版画コースへ進学を希望する場合は、総合課程科目とし

て設けられている「版画 Ij 版画 IIjを修得し、進学後

に専門課程科目である「版画 IIIjから「版画 VIIjを経

て、卒業制作に臨みます。学生は、身につけた技法を版表

現へとむ杭Fつけていく過程で、荷予や研究を繰り返して

いきます。 r.観る力Jや「描く力Jの必要性を感じた場合

は、状況に応じて卒業までの計画を修正しながら学習を進

めていきます。

保1)総合課程には、学問分野と造形をつなぐ「近野手文化

科目」と、造形の基礎キ総伯鵠肋を身につける「造形

総合科目Jがあり、それぞれに 3年次への進学に必要な

修得単位数が決められてし、ます。

以2)専門課程には、 「造形メ専門科目j として学制に共通

する基礎知識や安現能力を身につけるための「学制共

通科目」と、 コースの専門性を高めていく「コース必:，{~

科目」があります。 進制~も総合課程の科目の中から自

分に必要な科目白盟夫できます。

【版画コース進学希望・所属学生について】

版画コースへの進学希望学生およひ噺属学生の人数は、

決して多くはありませんが、徐々に増えているのがわかり

ます(表2参約。

エ¥¥竺 2∞2 2003 2∞4 2∞5 2α)6 2007 

l年次 15 17 12 11 11 17 

2年次 15 37 44 55 54 52 

希望数 ① 30 54 56 66 65 69 

3年次 13 18 25 19 23 31 

4年次 12 26 34 38 49 

所属数 ② 13 30 51 53 61 80 

合計①+② 43 84 107 119 126 149 

表2・蜘亙コース人掛姉 (各年 5月 1日付)
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【授業形態について】

実技系科目の多くは、自宅などで学習する「通信授業」

と、大学のキャンパスでスクーリングを受講する「面接授

業」の両方に合格することで、単位が官、定されますコ版画

コースの科目は、この 2つの授業が響き合うことで学習効

果が上がるように構成されていま7九

版画科目の通間受業は、開設準備時に造形学部版直研究

室の協力のもとに作成された耕ヰ書『版画j] (図版 1)と、

毎年度、通信教育課程研究室によって改訂される『学習指

導書』 個版 2)の角閉そ唾め方に沿って、学生か官贈を制

作し、完成したものを大学に送ります。届いた課題は事務

処還や、記録用の撮影を経て、教員の手元に渡ります。過

去の課題の言部決や、指導内容を参考にしながら添削指導が

行われ、拡長後にi鴎 Pします。科目につし、ての醐平度州底

い場合や、内容が合格点に満たない場合は、このやりとり

が繰り返UTわれまマ九

面接授業は、科目ごとに開講日程が決まっています。主

に金曜から日曜の 3日間に開議される週末スクーリングと、

夏期スクーリングがあり、学生が各自の年間計画に従って

甜尺し、スクーリング受講します。短い期間での集中した

授業となるため、学生と教員とが相対して濃密な時間を過

ごすことになります。

版画の面接授業は、受講者数に応じた十づ長な指導体制の

もと、基礎からの徹底した指導を行うことで、学生個々が

それぞれの版種の技法を身につけ、造形上、表現上の問題

点と向き合いながら作品を完成させていきます。最終日に

は課題を並べた状態で講評、民煮を行し、ます二

図版 1・耕ヰ書問箆副 武蔵野美術於執荘絵学制版菌防砂琶V編 2∞2

図版 2・版画ヰ目のための 伴 部時書』



【版画コースの科目について】

総合課程の科目である「版画 IJ i，版画 IIJの通信授業

は、特別な設備キ機材を使用しません。拓を組み合わせて

商面を構成する「抗捌り」や、板木明彰刻万のように用具

類に馴染みのある「木恥などの制作をしながら、版につ

いての感覚を身につけていく内容となっています。面接授

業では、それぞれの版種の基本樹去や製版工程を学びなが

ら、自由なテーマで、自己の表現を探っていきます。この科

目は希望、所属コースを問わずに選択できるので、実際に

版画の授業を受けて興味を持ち、希望コースの変更キ権第十

してコース変更をする学生もいます。

専門課程の科目は、版画コース必修科目となり、より専

門性と表現力が求められる課題内容となります。他のコー

スの所属であっても、前述の「版画IJ i，版画IIJを修得

していれば、引き続き版画コースの専門科目を歯尺してい

くことが可能です。 i版画 I-IVJの面接授業を受講する

ことで 4版種の基本樹去を身につけ、 「版画 VJ以降は、

卒業制作に向かし、各自が版種をi劃央しての制作となります。

課題一覧

版画I

通儲受業:拓制りの制作/板目木版(単色 ・多色j制作。

面接授業-木版またはリトグラフを溜尺し制作。

版画II

通信授業:モノタイプの制作/木口木版または板白木版

(多白制作。

面接侵業:銅版またはスクリーンプリントを濁Rし制作。

版画III

通間受業自然」をテーマにしたド、ローイング制作/

各自が選択した版種での制{色

面接授業:木版またはリトグラフを選択し制作(i，版画

IJで選択していない方の版種を選択)。

版画IV

通信授業時間」と自由なテーマで、それぞれ各自が選

択した版種での帝IWFo

面接授業:銅版またはスクリーンプリントを選択し制作

( i版画IIJで濁尺していない方の版種を甜尺)。

版画V

通間受業空間」と自由なテーマでそれぞ、れ各自が選

択した版種での告別乍。

面接授業 :4版種から l版種を濁Rし倍Ijf"Foスクーリン

グ、開講時期によって、 i盟;Rごとに内容が異なる特殊な製

版についての演習をする。
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-木版 (コラグラフ/木口木腕

・ リトグラフ (陀版による感光法/石腕

・銅版 (メゾチント/フォトエッチング)

・スクリーンプリント (油性インクでの制作/写真

を使用した制作)

版画VI・版画VII(自主命IJf乍)

通{劃受業 :自由なテーマで各自が選択し町板種での制{色

面接授業 :4版種から 1版種を選択し制{色

卒業制作

最後に取り組む「卒業制作」は、通信授業と面接授業の

同一課題となり、版画作品 5点の提出が課せられてし法マ九

提出作品は「通信教育課程卒業制作展」にて展示発表し

ます。2003年度、 '伯年度の「卒業制作展」は吉祥寺キャ

ンパス(東京都武蔵野市)で仔い、卒業告別特是出者の増加

に伴し¥ '05年度からは鷹の台キャンパス(東京都小平

市)での開催となりました。

【謀題伽M乍について】

版画コース専門課程の通信授業課題を帝Ijf令するにあたり、

選択した版種によっては専門的な設備柑樹が必要となりま

す。本課程の開設準備時に、課題制作に適したプレス機(図

版 3)を業者と共同開発しました。購入すればリトグラフ

(アルミ版)や銅版、木版の自宅での刷りが可能となります。

スクリーンプリントでIj水性インクを用い、感光は太陽や白

熱電球を使った方j去の播尊をしてします。

学生のバイタリティーは時に私達の予想、を越えます。プレ

ス機のベットプレー トの長さ以上の刷りを、版明氏をのせ換

えながら刷るとし、った独自の方法で解決したり、家族の厳軍

後に自宅のガレージで感光液を用いた銅版の写真製版を行っ

たりと、個々の制作環境の不自由さが新たな発想、と倉IJ意工夫

を生み出しています。

図版 3・通信教育課程プレス機 (製作泌亙劉特j百

住な位指むベットプレ)ト。 lα沿tn1X5ぬtn1X2伽m (j差×巾×周

本体重量:120~130Kg ハンド/同封鎖ぬ 金属製￠い刊êñ吃選択。



自宅以外の制作手段としては、版画の設備使用が可能な

工房利用があります。関東砂防こ在住の学生には、町田市

立国聞酒難問供横浜美例議官など、の公共のi版画施設や、

民間の版画工房についてのアドバイスをしています。また、

武蔵野美術学園(鵡鯉撲術大学設置校)で開講されるオ

ープンセミナーでも、版画経験者を対象とした週 1回の講

座が聞かれており、本課程在学生も多く利用しています。

地蜘副主の学生は、各自で制作環境を整えてして場合が

多く、それらの情報は今後の学生のために役立つデータと

なります。学生同士の情報交換キヰ材斗の共同購入などに関

しても、自然発生的にネットワークが形成されていま士一

【学晋サポートについて】

大学が提供する指導以外の学習サポートについては、未

だ予桁錯誤の連続で、常に改善改良が必要と考えてしぜ七

版画未経験の学生にとって、指導者が傍にいない状態での

課題制作には不安や疑問がつきまとし唆す。学生が『教科

書』や『学習指導書』の解説を読んでもわからなし、ことに

ついては、スクーリング時以外にも、電話やメーノレ、郵送

でのやりとりとなる学習質問票といった形で、サポー トをし

てし、ます。質問内容の多くは、材料の入手方法、用具や用

語、個別の進め方や樹去の詳細などについてで、それらは

大学側にとっても、学生の生の声として指導上の一番の参

考となり、年度ごとに改訂される『学習指導書』に補充、

面接授業にも醐寺反映されていきます。

また、平成 18年度文部科学省の支援する現代GP (現

伸句教育ニーズ支援プログラム)に「郵貯、デザイン教育

に関しての知識モジュール群の開発」として認定された

「造形ファイノレj 銅版 4参開は、美術やデザインに関す

る用具キ索材の解説を、インターネット上で検索すること

ができ、版画の製版工程の動固なども公開してします。現

在も新たなコンテンツの開発、公開が進行中です。
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【卒業について】

卒業に際しては、造形学部の通学課程と同じく「学士

(造形)Jの学位が授与されま士通信教育課程版画コー

スでは、 2003年度に第l期生として4名、 '04、'05年度に各

8名、開設4年目の完成年度となった'06年度に7名、 ，07年

度に11名、合計38名の卒業生を送り出しています。

卒業制作提出作品 (5点)には表現として確立した内容

が求められま吹日学生は、自分の生活や仕事をしながら制

作を進めていきます。個別の事情や単位の修得伏況によっ

ては、相当な負荷がかかる場合があり、卒業計画を変更し、

次年度に延期するとしりた判断もあります。そういった学

生は、年間で何日か設けられた指導日に来校し、教員から

の指導を受けたり、途中紐晶がわかる写真を郵送し、添削

指導を受けたりすることで、提出まで聞を空けずに進めて

いきます。学生と教員の聞には距離や時聞がありますが、

そこには確かな信頼関係が成り立ってし、ます。

版画コースに限ったことではありませんが、卒業生は在

学中から生活や仕事と課題制作とを両立させているため、

卒業針変も極端に環境が変わることがありません。ほとんど

が判断しして作品制作を行っており、公募展やコンクーノレ、

個展、グループ展などで菅欲的に作品を発表しています。

私が通信教育課程に関わっている中で実感することは、

学ぶことキ創造に対する人間の欲求の強さと、年代々判蛾

を問わないその広がりです。彼らが大学の通信教育で学ぼ

うと思ったきっかけや、これまでの経験の度合いは様々で、

美術に関して未成熟な部分もあります。しかしそこには、

学ぶ意欲と創造に対する熱意があふれでし、ます。それぞれ

の人生と表現との出会し、は、その傍らにいる私にとっても

考えるべきところが多く、経験として蓄積されています。

通信教育で版画を教え学ぶ方1去論については、様々な考

え方がありますが、教員やスタッフ、それぞれの蓄積をも

とにこれからも進歩、発展していくことと思し法士

区版 5・笈以年度卒業側信篇平 (吉枠寺キャンパス、東京都武蔵里柿〉



研究報告

版画の通信教育、現場より

武蔵野美術大学

今井庸介

武蔵野美術大学造赤伴部通信教育訴呈

非常跡調市
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【はじめに】

「通信教育で版画を教えるとし、うことは、通信教育で空手

を教えるようなものだ」

これは本学通信教育課程版画コース開設準備段階でのス

タッフの冗談ですユこの言葉の本意をたずねてはいません

が、そのニュアンスから「版画の通信教育は多分に無理が

あり難儀であるということJを言いたいのだろうと容易に

わかります。

専用の教科書と学習指導書、カリキュラムを用意し暗中

模索で始まった通信教育も今年で、はや6期生を送り出すに

至りました。いまだにさまざまな問題を抱えながらも、ひ

とつひとつ改善しています。小さくゆっくりですが着実に

卒業制作の質的向上、学生の充足感の向上、コース所属生

の増加としづ成果を上げてし、ます。この場では現伏とそれ

に伴う巴噛点、そしてこれからについて正直に述べようと

思いま7仁

日直信教育課程版画コース】

当コースは各自のオリジナリティーあふれる表現の確立

を目指しています。揺るぎないこの目標に対し、技法や技

術の瀦専を毅織に受講する学生も少なくありません。

同可を描くのかJ i何が重要なのか'J i佐会性のある表

現とは何か」。卒業制作を含めた8つの専門カリキュラム

は始終この問答を中心に通{言受業[諸消旧と面接授業[ス

クーリング1が行われます。このことは、自己表現に向け

て自由で柔軟な発想を生むための意識改革をうながし、ま

た一方で技法や樹陥こおぼれるとし、う版表現の持つ大きな

姐倹を回避します。

具体的な授業内容としては、表現目的を捺すためそして

絞るためのドローイングを壷見した授業を展開してし、ます。

特にカリキュラム終盤の課題である版画 VI• VII・卒業制

作の面接授業では学生が自主的に描く枚数も増え、 6日間

ある授業の初日にドローイング講評を受講生全体[全版

置で行ってから、版への制作へと入ってし、ます。この講

評は、最終日にある版画作品に対してのそれよりも、表現

意図を明らかにし他者との関係を考えるために重要で、じ

っくり時聞をかけて行っています。開設当初、講評会で並

べられるドローイングの多く仕ずし、ぶλ床熟なものでした

が、授業内容の浸透と卒業生から受講生への情報もあり、

近頃はi白玉力 ・表現力には多々問題はあるものの、例えば

96枚におよぶ木炭持た大ドローイングなどのような自己と

しっかり対時しようとする熱を帯びた仕事が並ぶようにな

りました。



[]Ii!授業・添削】

通信授業と面接授業の両輪で進む通信教育のカリキュラ

ム。この二つが上手に回って最大の効果を得られます。

冒頭のスタッフの言葉のとおり通信授業 ・添j制、つまり

絵と文章の往復だけでは、各自が過不足なく版表現するこ

とは困難を極めます。それはここで扱う事項が視覚伝達表

現であるとしづ根本に行き着いてしまいますが、手段であ

る版画出停をとってみても、例え崎沃の湿し具合やインク

の拭き力械のように、どうにも言葉にしづらし嘩柄が多く、

まして大事な発想領域の話となると、こちらの文章力の不

足もあいまって、うまく伝達されたのカ巧ミ安に思う場面す

らあります。

とはし、え、課題ごとに対象学生の作品樹牟を調べてじっ

くりと添削した結果は、短時間での著しし効果とはしWな

いまでも、それが文字 ・文章であるため長時間じっくりと

忘れずに作用してくれまマにそのために、こちらは常に文

章力を鍛えてし、かねばなりません。この仕事に就いて、読

書量が増えました。またずいぶん本の読み方が変わりまし

た。添削文を壁に貼って制作しているとの声をスクーリン

グ時に聞くことがありますが、これ尚喜しし中ら仕ずかし

し、やら複雑な気持ちです。

実際は同じ番号の課題で、あっても、総じて通信授業より

も面接授業で制作する作品の方が優れている状態です。つ

まり、両輪の速度はあっていません。これは授業形態とそ

の作用からして当然の結果です。たしかに両輪の速度があ

うことはひとつの理想かもしれません。造形通信教育は

「ひとりぼっちの制作」としづ宿命があるため、これは容

易なことではないでしょう。それでも対策として、課題内

容の局噺併齢尊書の改訂、添削指導にあたり挽長基準の確

認持制象学生の制作進行状況の確認など、教員聞の情報共

有を頻繁にそして綿密に図っています。

近年、カリキュラム序盤で、は大きかったこの差が、中盤

そして終盤に至るにしたがってと守んどん小さくなっている

のも事実です三

【面接授業・スクーリング】

通信授業の手の届きづらい不備を補完する、 「ひとりぼ

っちの制イ乍」に由来する自己表現への甘えを自覚する、他

者と制作の場を同じくし束|臓を受ける、共有の場である版

画工房にて制作上の公私を経験する、とし、った各々の意味

においても、面接授業 ・スクーリングは重要です。6日聞

からなる 1課題で伝えるべき↑静R量は、通年で学生と接し

区版1 卒業事H似乃たd:XJ)ドローイング

区版2 卒業動俳ドローイング帯 平

区版3 卒業制作準備段階でのドローイング
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図版 4 スクーリングt滋板工房風景

図版 5卒業伽俳ドローイング講評後風景

図版 62006年度卒業時i昨
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ていける通学課程とは圧倒的に違し、ます。降りしきる目拐に

な情報量は一時のパニックとし、う伺倹をはらみますが、総

じて表現探求への姿勢、作品の質的向上となって現れま7九

短いスクーリングの重要を学生も充分自覚しており、 1日

7時間 30分の少し長丁場ですが、臨む態度は一途に真剣、

あまりの迫力に回到されるほどです。当然、よほどの理由

以外のi骸 IJや知市は見あたりません。

版画IIで35名の腐針銅版初心者を担当する機会があり

ました。人数をきいたときは唖然としましたが、それでも

円滑に授業を行うために3名の専門スタッフを描画・製

版 ・印刷エリアに配置し、手順等の書かれたホワイトボー

ドを全エリアの各所に分散、スタンプラリーのような状態

にすることで、 一カ月f議中を防止したりしました。

スクーリングでl討受業最終日に向かつて教室中にある種

のうねりやグルーヴ、が発生します。これは年齢や境直に関

係なく起こります。そして作品にもその熱がこもります。

そこには何か大事なものを、掘り起こして見せてくれてい

るような時があります。

ii1t具する点として、版画Vまでのカリキュラムで、は、あ

まりに多い情報を一度に伝達するため、受信したものを自

分なりに取捨選択出来ているのか、弟勝みにしてはいない

かとても心酒己です。たしかに6日間[版画Vについては3

日間]で版画として形の上での完成をみますが、それが自

己表現を探ってしり百倍果で、あるとは断言できません。最

も時間をかけるべき版による実作の工程以前について、こ

ちらからアプローチする時間が6日間では硝呆できなし、の

ですユ

スクーリングは短時間、そのため学生が各々の表現上の

問題点に気が付くまで、こちらが待つ、ということをあま

りしません。たしかに時間を経て自身で気づくことの肝心

を承知していますが、それよりもこちらから積極的に仕掛

け、揺さぶることを心がけています。そして、自ら揺れ始

め、ノl爆発を起こしながら最終日に至り、その後も揺れを

自宅に持ち帰ることをこちらは期待しています。

スクーリングは学生にとっても教員にとってもにぎ、やか

で華やかなお祭りのようなものですが、終了後学生各々が

何をどういった形で持ち帰るかが重要なのだ、と思います。

それによって「ひとりぼっちの制作」がけっしてネガティ

ブな意味合いではなく、ひとりだからこそ見えてくる、向

かし、合える、そして表現の厳しさを知るとし、う、大きな理

想、のひとつとして達成するのでしょう。教員は「その揺

れJを察知し、則した添削文を書くべきでしょう。そうす



ることで、互いの距離はなくなり、学金にとっては「ひと

りだけど、ひとりではなしリとしづ状況となるのではない

でしょうカ弘通信授業と面接授業は二つをし、かに並び立て

るかではなく、 二つをいかにつなげていくかを考えること

が重要なのでしょう。

【その他1

学生の版画コース選択に大きく立ちはだかる問題は、学

生各自で制作環境を整えてし、かねばならないということで

す。これは版画コースに限らずアトリエや工房の整備され

ている通学課程との最大の物離漣いであり、そして造形

通信教育の宿命ですが、プレス機に代表される版画制作環

境の整備は大きく受講希望をはばんでいまマ九安価な特製

プレス機の共同開発、版画工房の紹介等を行ってはし、ます

が、決定的な解決には至りません。学生各自が苦労してな

んとか環境整備しているのが現状ですし、今後も続くこと

でしょう。

特筆すべきこととして、卒業生の大多数が制作を継続し

ているとしづ大変喜ばしい事実がありま七そして活発に

発表してし、ます。いくつかの発表を図版掲載しておきます。

余談になりますが、スクーリング時に学生聞の直革対面

の情報交換が頻繁に行われ、その後はメールやブログ、ミ

クシィ等で情報交換が続いていることが多いようですミこ

ちらの想像以上のネットワークがあるようで「ひとりぼっ

ちJという状況が契機となって生まれた情報網の大きさと

伝達制車さには驚かされることがありま七

最後にもう一度、ムサビには版画の通信教育課程があり、

それは着実に成果をあげていま吹占

以上、私情を交えた報告としまマ九
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図版 7 卒業生による三人展州市Dギャラリ一、東京都小平市)

区版 8在学生・卒業生有志によるグ)v-ープ震オープニンめtーティー

伐湧堂ギャラリー、神棚T)

図版 9 卒業生による個展 (白羽aKc蜘品 Taoo 銀島



トピックス 1

「大学版画展受賞者展」報告

第1回大学版画展受賞者展(巡回)

企画責任者

日本大学部伴部教授 有地好登

ワークショップ

日本大学割洋音雌教授 笹井祐子

当学会は受賞者のみによる展覧会を企画する機

会もなく現荘に至ってし、ますが、以前より版画教

育の一層の発展や版画封府の振興と啓蒙・普及活

動の一環として受賞作品を一向に紹介する場を持

つことを願っていました。

昨年5月下旬に文房堂ギャラリーの広瀬氏が

上記の趣旨に御瑚杯初、場所の樹共と展覧会

に関わる多くの協力を戴くことで本企画が現実化

する運びとなりました。また本年3月東北芸術工

科大学若月公平教授、 5月札幌芸術の森版画工

房担当噺毎伸一氏(現道都大学)より企画の

申し出があり巡回展として本展以外に2ヶ所で開

催することになりましt4
大学版画展受賞者展は、 2006年 12月町田国際

版画美術館で開催されました第 31回全国大学版

画展において、 297点の中から会員の審査によっ

て選ばれた作品(主に受賞者作品)を東京、札幌、

山形と巡回展示し、また次代を担う若い人達のエ

ネルギーに満ちた車時庁で感性豊かな版画芸術の華

を各地域にて紹介すると共に、芸術系学部・大学

院を卒業 ・修了した人達に制作活動の支援と奨励

をする目的があります。

I.東京展

(展覧会概要)

展覧会名:大学版画展受賞者展

[第31回全国大学版画展]

会期:2007 年 7 月 18 日(水)~7 月 31 日(火)

時間:10 : OO~ 18 : 30 

オープニングレセプション

7月21日(土)17: 00~19: 00 

会場:文房堂ギャラリー

主催:大学版画学会、 (株)文房堂

展示内容:

1.出品者数第31回大学版画展受賞者30名中27名

2.作品点数 27点

3.出品者名

鵜沢優多遠藤美香大山貴也河村悠介

洪昇墓斉藤智子椎名麻美柴田祐輔

渋谷安弘鈴村優藤永覚耶高島藍竹

内 佳 奈 擢五信野田仁美土井智美長
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谷川文子馬場都紀子林智恵平山愛里

本田真弓堀藍正井尊 三田真弘タ

イダ ・ヤシャレヴィチ山岡夏子山口星子

7月 21日オープニングパーティーには、原

健会長、東谷武美事務局、小林敬生運営委員、

大学関係者、出品者等総勢 50名余りが来廊

されました。

会場では出品者の紹介や出品者より制作意

図が語られ、また時間が経つ内に講評会の様

相となり、出品者と来客者が楽しい懇談をし

てお開きとなりました。

荷解き ・展示の折、額縁に作品が入れてなく

額縁のみ搬送されてくるハプニングがありま

したが、当該大学の先生の素早い手配により、

出品者が当日作品を持参し無事に初日を迎え

ることが出来ました。また夏場でありながら

会期中 260名あまりの来廊者があり盛況な展

覧会でありました。

文房堂ギャラリー

オープニング、ノ号ーティー

n.札幌展

<展覧会概要>

展覧会名:大学版画展サッポロ 2007

会期:2007年 10月6日(土) ~10 月 28 日(日)

開館時間 :9 : 45~ 17 : 00 

会場寸明到すの森 ・工芸館展示ホーノレ

(札幌市南区芸術の森2丁目 75)

主催:財団法人和幌市芸術文化財団、大学版画学会

共催:道都大学

後援:北海道、 j悔道教育委員会、札幌市、

札幌市教育委員会

展覧会内容: r全国大学版画展~ 24点を展示。



-芸術の森工芸館初の版画作品だけの展覧会とし

て銅版 ・木版 ・リトグラフ ・シルクスクリーン

など様々な技法によって刷られた作品と共に版

画の材料や道具なども説明パネルと共に展示し、

版画の制作工程や技法をわかりやすく解説した。

23日間の会期中に 2737名の来館者があり、来

館者からは「よい展覧会J r大学生の作品に新

魚靭未を感じたJ rまた観たしリなどの感想が聞

かれた。また版画制作道具の展示は「版画を一

層瑚卒するのに役立つJと好評を博した。

会期中 10月 20日と 21日の 2日間、大学版画

学会の推薦の元、日本大学事術学部准教授笹

井祐子氏をi都市にお迎えし、芸術の森版画工房

を会場にして開催言己合、ワークショップを行った。

札幌市民を中心に北見市など道内遠方からの参

加を含め 13名の受講者があり、盛況で、あった。

〔札幌芸術の森版画工房栗田僻時〕

<開催記念ワークショッフ。>

名 称 rドライポイントで身近な風景ぞ植物

を描こう」

日程:2007年 10月20日 (土)21日 (日)

10 : 00-----16 : 00 ※2日間

5都市:笹井祐子(日本大学事付f学部准耕受)

会場:札幌芸術の森版画工房

対象:版画初心者~経験者

ワークショップコメント

札幌芸術の森版画工房は、名前の通りに自然豊

かな森の中にあり、ワークショップで、訪れた 10

月は、山キ椅の木々全体が黄色く染まり、記葉が

一番美しし、時期と重なりましt4， ワークショップ

のテーマを身近な風景キ植物にしたのも、相錨草

という自然環境から生まれる、感性豊かな作品を

見てみたいという思いがありました。はじめに版

とその刷りものに直接角批Lてもらい、版の凸凹や

紙に刷られたインクの盛り上がりをf栴惑してもら

いました。感触を知ることで、難しく考えていた

版画も自然に入って行くことが出来たと思います。

版画表現の中でも直接技法(ドライポイント)は、

版に尖ったもので引っかし、たり傷をつけたりする

ことにより出来上がります。すなわち線の強弱で

個性が出るので、初心者の方で、も興味を持っても

らえたと思います。版制作から刷りまで2日間の

短い期間でしたが、受講生の制作に対する集中力

と作品の完成度の高さは、とても印象に残ってい

ます。このワーク、ンョッフ。をきっかけに作品制作

を車l搬し、未来の芸術家がここから誕生すること

を願っています。

〔日本大学芸柿洋部准耕受笹井祐子〕
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~警務~ 司l
冷却 I

14 禽ザ司V I 

工芸館展示ホール

ワークショップ

回 東北展 (展覧会概要〉

展覧会名版画の世界JA:大学版画展受賞者展

会期:2007年 11月 17日(土)-----12月2日(日)

会場 :A.1鮪 1館ギャラリー

主催:東北部I-I工科大学、大学版画学ム、

協力 :山形大学他

展覧会内容:大学版画展受賞作品又は受賞者新作

の24点を展示。

・660名の来場者があり、版画表現の多様性を山

形市民に知っていただくよい機会になり、会期

中、地元テレビ取材放映もあり大学版画学会の

周知にも役立だった。

併せて、東北芸術工科大学、山形大学、宮城教

育大学の版画専攻学生 16名の併設展示を行い、

学生への教育目的と東北3大学の連帯感を強め

東北での版画の輪を広めることができた。

〔東北部I-I工科大学教授若月公平報告〕

悠司自噛官ギャラリー
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関西六芸術大学版画ポートフォリオ展

倉敷芸術科学大学

五十嵐英之

京都精華大学大学院修了

京朝轍育大学特別専攻科修了

.2∞7年7月

International Art Exhibition 06 Remisen 

R町IIsenBrande 

ビジュアルアーテイストによるワークショップと

招鴨された作家達の展覧会

Remisen Academy Denmark 

倉敷芸術科学大学准教授
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2007年 3月 13日より 石田大成社ホール(京

都市中京区丸太町通小)11西入ノレ Iτ?クリエイ

ターズピル3F)にて関西六芸術大学版画ポート

フォリオ展が開催されtCo 1 1 7点の作品展示と

ギャラリートーク/オープニングレセプションな

どのイベントが企画され各大学がそれぞれの学習

成果を発表した。

6芸材7系大学における版画ポートフォリオを一

同に集め展覧することで、関西の芸術系大学にお

ける版画教育の現在、そして大学から巣立つ若手

作家の表現の今を観ることができる。それは地蛾

の企業と芸術系大学のネットワーク化、美林洋生

を巻き込んだ美制棚究 ・教育研究の場となった。

今回の展覧会の企画は、印刷文化を基軸として事

業展開する石田大成社のメセナ活動の一環となっ

ている。文化的な歴史を有するこの出減では「地

樹全会から発信する文イ凶舌動のひとつJと評価さ

れた。石田大成社からの本取組みへの深し、朝平に

より、出品される全作品のアーカイブ化を進める

こととなった。10年としづ表現活動の流れと教

育活動の展開についてアーカイブ化することの意

味を確認、し合った。ポートフォリオ展を 10年間、

毎年開催することを長期目標に置いた。そして今

回が言己念するその第1回展となった。

今回のポー トフォリオ展で、特筆すべきはその

ポー トフォリオに在る意味合いが様々に展覧され

ていたことである。各校ごとに展示スペースが割

り当てられ、その中でーまとまりになったポート

フォリオが展示された。そこからは各大学の個々

の表現が一覧できる。また別の側面からは技法領

域キ安現性の特徴、また版画教育に関する研究 ・

教育方針などまで読み取ることができる。学校に

よっては参加者の構成も様々で、卒業学年が中心

となって構成されるポートフォリオで、あったり、

学年をまたがった参加者構成で、あったり、事毘幕に

あたった教員も参加して構成されるポートフォリ

オなどもあった。また、作品サイズや展示方法な

どの違いもあり大学の個性などを対照させながら

観覧することがで、きtCoそれがポートフォリオと

いう形式を踏襲した作品展示の特別な意味合いと

いえる。そういった意味を理解した上で、準備段階



から各大学問で情報交換が必要となった。教員を

中心とした新子委員会による運営に連携しながら

熱意ある学生らが構成する、学生代表者会も大切

な役割を果たした。展覧会オープニングイベント

として、作品プレゼ、ンテーションが行われt4， 各

大学の代表者がポートフォリ制作に関するコンセ

プトを述べたり、個々の学生の表現について詳し

く説明したりした。わかりやすし、説明、工夫され

た独自のプレゼ、ンテーションからもそれぞれの大

学の個性が垣間みられた。まさに美術活動 ・教育

情報の交換の場となった。

学生達は版画教育の変遷のま録としてだけでな

く、卒業して活躍する自らの過去を振り返るため

のタイムカプセルとしてのロマンもあると感在、を

述べていた。今回参加された 6校の芸術系大学

に限らず、 他大学で、も素晴らしいポー トフォリオ

制作と研究 ・教育活動が展開されている。第 1回

展以降、参加校にも広がりがみられるであろう。

展覧会趣旨に則り刺繍され、版画ポートフォリオ

展が多様な可能性を有し展開することを予期しな

がら第1回展の報告とする。

名称:第1回関西六部駄学版画ポートフォリオ展

参加大学:大阪訓f大学、京都嵯峨説府大学、京都

市立芸術大学、京都精華大学、京都造汗怨術大学、

倉敷部閉ヰ学大学

主催:ポー トフォリオ展期子委員会

協力:株式封土石田大成社

取締役相談役(現会長) 阿部達三

石田大成社ホール児島正一 藤原伊堂

会期:2007年3月13日ァ同程日

一2∞7年3月24日土曜日

11 : 00-19 : 00 

会場:石田大成社ホール

京都市中京区丸太町通村|西入ノレ

目?クリエイターズピノレ3F

イベント:ギャラリートーク

オープニング、レセプション

2007年3月13日ァ同書日

58 

関西六芸制りて学版画ポー トフォリオ展代表

京都市立郵貯大学樹受朴す秀樹

関西六芸術大学版画ポー トフォリオ展諸子委員報告

者倉敷謝可科学大学准樹受五十嵐英之



第32回全国大学版画展報告

多摩美術大学

加藤貴義

2002年多摩美術大学大判完封|初防開修了

2005年多摩動府大学版画研究室副手(寸7.3月迄)

2006年 ソウノL二一空間国附嫡ヒ守エンナーレ

買い上げ賞(輯主Vソウノレ)

現在 多摩動|吠学 版画研究室助手
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本年度より多摩動!す大学版画研究室が大学版画

学会展覧会事務局を担当した。材高は、 「版画の

彩展 2007 第 32回全国大学版画展」の内容報告

になります。

主催:大学版画学ム .町田市立国際版画美材7館、

会期:2007年 12月 1日(土)ー16日(日)、会

場:町田市立国際版画美林市官。全国の美術系大

学 ・短期大学 ・専門学校 ・各種学校 62校より作

品279点の出品。例年通りチャリティー版画販売

も行われ、大変盛況であった。

公開セミナーは 2007年 12月 l、2日の 2日間

にわたり『メジュウム剥がし刷りの技法紹介』、

『メジュウム剥がし刷りの技出茸座』が部市-三

瓶光夫、アシスタント:多摩期決学学生2名で

同美林市官内エントランスホール及ひアトリエにて

行われた。受帯者は事前に募集した ・1臨道教育

大朝即11校 ・東北剖f工科大学 ・東北生活文化大

学 ・上越教育大学 ・明星大学 ・武蔵野美術学園 ・

文化女子大学 ・倉l彫知育制支 ・日本大学 ・京都市

立芸術大学の学生計 18名が参加。両日とも見学

は自由とした。["メジュウム剥がし刷り」は用車酉

技法の中でも比較的新しい技法であり(多摩剣f

大学名誉教授小作青史氏が開発)、小作青史氏の

元で技法の研究開発に携わり、メジュウム剥がし

刷り技法の第一人者である三瓶光夫氏の熱心な指

導により受講生にとっては大変新鮮で、有意義な講

座で、あったと思われる。ご指導頂いた三瓶光夫氏

に、深く謝意を表します。

公開セミナー初日/美併殺官エントランスホール

このたびの展覧会の開催にあたり、ご尽力頂い

た各係の担当校の主な役割と担当校は以下の通り

である。ポスター ・開発送:明星大学、チャリ

ティー部門:女子美術大学、搬入受付:日本大



学 ・東京動駄学 ・女子美術大学 ・多摩美術大学、

展示:東京造形大学 ・武蔵野美林汰学 ・東京動荷

大学 ・日本大学 ・明星大学 ・和光大学 ・多摩美術

大学、搬出撤去県京割状学 ・東京造形大学 ・

武蔵野美術て学 ・女子美術大学 ・多摩鄭駄学、

パーティー:東京造形大学、展示会場当番:多摩

美制りて学 ・東京造形大学 ・東京塾初旬て学 ・東京学

芸大学 ・立教女判完短期大学 ・武蔵野美術学園 ・

女子美術大学短期大学部 ・東京家政大学 ・青山学

院女子短期大学 ・創形剣戸搾 ・宝仙学園短期大

学 ・東洋期貯学校 ・日本大学 ・明星大学 ・和光大

学 ・武蔵野美術大学 ・文化判完 ・女子美術大学。

展示作業 担当校

買い上げ収蔵賞(町田市立国際版画美材報官収蔵

賞)は以下の 33名が受賞した。熊谷周三 (山形

大学)、榊原慶(東北芸術工科大学)、山田彩

加 ・小島ふみ ・曽我彩華 ・鹿嶋裕一 (東京塞術大

学)、遠藤美香(愛知県立芸術大学)、小竹美

雪 ・リムジンス ・モハマドアニシュジャマン ・

山上晃葉(多摩美術大学)、粛藤悠紀 ・石崎未

来 ・上川愛 ・武内明子 ・吉井彩子(東京造形大

学)、垣内真理 ・鈴木奈々 ・山口莱荊 ・太田智子

(女子美制扶学)、鎌田有紀 ・田村真悠 ・門馬英

美(武蔵野美術に学)、星岳大 C創形美術学校)、

中井萌 ・花田麗日 ・村岡夏子 ・併、1稜 傍 若 備

華大学)、野嶋革 ・竹内佳奈(京都市立芸術大学)、

西出元 ・大野紅(京都嵯峨芸術大学)、正井尊

(倉敷部開学大学)。

会期中の観客の投票により選出される観客賞は、

竹上妙「見たら見られたJ (和光大学)に決怠

倉地比沙支(愛知県立芸初訪て学)、 三枝孝司(九

州産業大学)、清水美三子(女子美術大学)坪田

政彦(大阪郵貯大学)、松本畏(女子美術大学)、

各氏のご協力により、観穿賞受賞者に投票した観
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客の中から抽選で5名に版画作品がプレゼントさ

れた。

「見たら見られた」 竹上妙(平日光大学)

本年度より多摩新育大学が展覧会事務局を担当し

たが、不慣れな部分もあり出品学生、出品校に誤

解、ご迷惑を与えた事頁がいくつかあり(例:キ

ャプション ・目録上の誤表記、搬入及ひ澱出での

連絡 ・確認不備の為の作品搬送上のミス)、関係

創立の皆様にはお詫び申し上げます。

最後に展覧会運営上の検討事頁を以下に列記する。

目録作成での誤表記、展示作業で、のキャプシ

ョン取り付け違いなどのミスを減少させるため

の出品要項 ・出品作品データ提出方法の改良と

要頁内容厳守の徹底。

-大型作品の出品による壁面内での展示作品の

大きさに起因する壁面の疎密の差。

・各校における学生に対する指導が徹底されて

いないことによって生じる問題。 (例:同一校

学生による別々の搬入、出品作品の額装に展示

用の紐が無い等の不備)

-展示作業における確認作業の確保と実施。

(本年度は展示作業の予備日が無かったため、

展覧会初日にキャプションの付け違いがあるな

ど、ミスの発見が遅れた事項があり、実作業中

に行う確認作業を明確かっ正確に行う為の作業

工程の再確認と再検討)

-展示作業段階までにある各種締め切り期限の見

直しと徹底等。

第 32回全国大学版画展を滞り無く終了出来まし

たのも、会員 ・学生の皆様のご理解とご協力のお

かげと心より感謝致しております。



第32回大学版画展展評

運営委員

本江邦夫

1976年東京大学大学院文学研究科修了後、同年秋より東京

国立近代美術館に勤務。

1994年及び1996年のサンパウロ・ビエンナーレで日本側コミ

ッショナ一。東京国立近代美術館企画・資車i鴎長、美術課長

を歴任。

1998年多摩美術大学教授。

2∞1年府中市美術賞曲官長を兼務。現在に至る。
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版画を正当に評価するのはひじように難ししL

今回、展評を担当してみであらためてそう思う。

本来が両手で間に合う広がりのなかで坑味、鑑賞

されるべき分野である。タブローのように大広間

の壁にかけて、 E鴎佐をとって眺めるようなもので

はなし冶こうした一般論にくわえて、全国大学版

画展にはその性格上、できるかぎり総花的である

ことが求められるが、これ自体が展評にはなじま

ない。

さらに厄介なのは、だからとしりて版画にかか

わるすべての学生の作品が町田の国際版画美術館

に並んでいるわけではない、ここにあるのは、

「教育的」配慮をまじえた、何らかの選別をへて

きたものということだ。教員たちの投票による美

祢f館の買い上げ賞を別にすれば、明確な評価を示

すようなものも無い。買い上げ賞にしても、これ

は数年前に私自身が体験したことだが、圧倒的な

投票数をえた学生がいても、やはり「教育的J配

慮からか、最初に名前が呼ばれるだけで、この重

要な事実が学生に知らされることもない。仰々し

いタイトノレのわりには、ちょっとしたカタログも

無く、わびしい目録があるだけである。今回、丸

山編集長の依頼で展評を引き受けたのはいいとし .

ても、私がもっとも困惑させられたのは、出品作

の画像すらないという信じがたい現実で、あっt4，
いったい何のための版画展なのか、学生たちにと

ってし、かなる利点があるのか、理解に苦しむのは

一会員にすぎない私だけではあるまい。

文句ばかりつけていてもしょうがないので、展

評に入る。版画展は毎年のように見ているのだが、

つねに平板な印象をもつのは、やはり平等を前提

とした総花的な性格によるものだろう。だ、ったら

いっそのこと各「大学」の枠を外して、もっと作

品に即した展示を心がけてもいいようにも思うが、

その一方で現行の方式でまことに興味深いのは、

版画専攻どうしの力比べになることで、今回につ

いて言えば、京都市芸大に、頭一つ抜き出た勢い

のようなものを感じt"4
先年のnSPAJAPANJ にも歴然としていたが、

デジタノレ化の波に洗われるなど、版画の根拠が問

われて久しし、。これを「版J表現と言し、かえてみ

ても実態は変わらない。新技術が出てくるとおた



おたするのはわが国の「版画」の悪し癖だが、裏

を返せばそれだけ「時代J に敏感だとし、うこと t~

この意味で、樫井裕子さん(愛知県芸)の兎の毛

皮にインクジェットを合体させた不気味なオブジ

ェは、現代人の病理を隠愉的にあらわした意欲作

だが、これをも「版画Jと言われると、少なくと

も私はうなづくわけにはし、かなしL

数多くの作品を集中的に見てしばらくすると、

大概のものは記憶の闇に沈んで、いくのだが、とき

に蘇るものがある。今村綾さん(精華大 ・シル

ク)の、黒い屈曲した人体をダ、イナミックに虚空

に配したヴィジョンがまさにそうで、雑多な展示

ではこの種の力強いフォルムをそなえた作品が有

利なのは論を待たない。この点では、森由美さん

(九産大 ・リト、銅版)の円と方形をモチーフに

した落下感覚あふれる作品も忘れがたしL とはい

え、この種のメリハリのついた作品のなかで、い

ちばん考えさせられたのはパーク ・ミッシェノレさ

ん(東芸大)の《便秘の狼と私~ (木版)t~ 狼

の胎内にとりこまれた「私j と、前後を同時に見

ている狼との、 二つの「二重性」がかもしだすあ

る種の不安を夕暮れの長い影が強調する、素朴だ

が印象的な作品である。

考えさせられるというと、若木くるみさん(京

芸大 ・木版)の遠近法のきいた眺望にいきなり上

方から複数の手足が入ってくる意外性も注目すべ

きものだが、ややあざとい感じがしないでもなし、。

これはオムライスを真上からどぎつく捉えた田上

智子さん(同上 ・リト)についても言えることえ

一方で、野嶋官さん(同上 ・銅版)の《サンク

チュアリ 》は神秘的なまでに静諸に移ろい、格子

状の床面と対峠するかのような土井智美さん(同

上 ・銅版)は真撃な抽象画の趣を湛える。

ところで、対象とし、かにE鴎佐をとるか、これは

あるいは現代社会の隠れた課題かもしれない。片

平莱摘子さん(女子美 ・木版)の摺りだす#継し

の祝宴の光景に潜むのは不思議なE間在感であり、

一種の疎外感である。同じような「遠さJが鈴木

奈々さんの後ろ向きの人体(リト)、津田渚さん

の幻視的な風最(銅版)にも感じられるのは同じ

大学で「場」を共有することの反映かもしれなしL

これに対して、 「近さ」つまり、ひたすら自らの
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足下に注目したのが、松田亜弓さん(家政大)の

押し花のような、親密感あふれる作品である。

現代における「遠さ」の表現は意外に複雑であ

る。河西久美子さん(大阪芸大 ・木版)の、イギ

リスの田園と思しき見晴るかす眺めのほのぼのと

した感じを、閣のなかで鈍く光っている深夜の自

酬を遠くから捉えた星訣さん省IJ形 ・木腕

に求めてもまったく無駄だが、それでもなおこの

比較に意味があるのはそれによって私たち自身が

これらの「遠さ」に投げ込まれていることに気づ

くからである。現代そのものは不気味だが、現代

人には実にはかないところがある。事実、尾中奈

緒さん G京都造形 ・銅版)のアミーバのごとき奇

怪な生命体はいたずらに増殖し、木下直耶さん

(造形大 ・リト)の「顔Jは今にも消えてしまい

そうな点の集まりでしかなしL

そもそも、人などただの痕跡かもしれないのf二
小竹美雪さん(多摩美 ・銅版)が何かの記号のご

とき断片的な形象の散乱によって、稀にみる緊張

感とともに暴き立てるのは、そうした極限的な事

態ではないのか?こうした事態にあっては、須藤

系さん(沖縄県芸 ・シルク)、林ジンス(多摩

美 ・木版)が示したように、 「見えること/見え

ないことJ、 「触れること/触れないこと」すら

自明ではないのteよならば何が自明なのか?

自明なのは創造の種働と、それを誰かに伝えた

いとしづ意欲である。だからこそ、高払判美さん

(文化女子大・リト)は卓上の果物を敬度に再現

し、八木雪絵さん械安 ・銅版)は鰍ゆく少女

に自己を同化し、長谷川麻紀さん(愛知教育大 ・

銅版)は架空の↑玉鳥のi白彩に没入し、柚原ーイ二さ

ん(道都大 ・シルク)は大小、強弱をつけた正方

形を横並びにし、心の信号と化するのではない

カミ?

誰もが忘れかけていることだが、版画とは何ら

かの捌7である以前に、私たちの前回こもっとも

直接的に結びついた表現のー形式で、ある。いや、

太古の足跡の化石のように、それはむしろ「存

在」そのものではないのか?未来の大家を育主pく

き大学版画展で唯一護るべきものがあるとすすLば、

それはこの「原点からの出発Jであるにちがいな

し、。



大学版画学会

事務局報告

平成 19年度。学会事務局は、東京造形大学か

ら東京野欣学、全国大学版画展展覧会事務局は

武蔵野美術大学から多摩動時大学へ引き継がれそ

れぞれ担当する事となりま したG 前事務局スタッ

フ生嶋事務局長をはじめ磯上、常国様には、引き

継ぎ後も一年間細かし、御指導をいただき東京塾術

大学版匝研究室一同心より感謝しております。ま

た何かと不慣れな学会業務に携わる事となり、町

田市立国際版画美術f館、多摩美術大学の皆様には

大変御迷惑をおかけしたのではと心苦しく思って

おります。特に町田市立国際版画美体f館学芸員高

オ嫌には、多大な御助力をいただきました事この

場を借りて厚く御礼申し上げます。学会事務局と

しては、本年度の反省も踏まえて、平成 20年度

の業務に一層励んでまし、りますので、宜しく御指

導お願し、致します。

記 事務局長 東谷武美

19年度大学版画学会定期総会議事録

日時 :平成 19年 12月 1日 (土)

場所 :町田市立国際版画動融官講堂

議事進行:東谷武美 三井田盛一郎(東京

事制Uて学)

出席 120名、委任状 120名、合計 240名の出席

会員により成立(過半数 184名)し、開催した0

.会長挨拶:原健会長(東京造形大学)

-第 2回運営委員会の報告(同日午前開催)

運営委員 23名と町田市立国際版画難問官学芸

員高木幸枝氏の出席で行われた。

1.名誉会員推挙:宮下登喜雄氏が推挙され承

認された。

2.会員の動向

新入会員 :河野孝博(東海大学) 黒柳 正孝

(常葉学園大学) 城山 萌々(筑波大学)

退会希望 :池田 一朗(個人)

移動 :梅津祐司(宝仙学園短期大学イ固人)
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3.次期会長について本年度会長原健氏

(東京造形大学)の後任として

オて村秀樹氏(京都市立芸術大学)が推挙され承

認、された。

4展覧会報告ー第 32回全国大学版画展ー

展覧会事務局 :小林敬生(多摩美術大学)

展覧会箇品報告、展覧会運営にかカわる問題点等。

ポスター、DMの作成と発送。

公開セミナー・ ワークショップ/三瓶光夫(大学

版画学会会員) ["メジィウムはがし刷りの技法紹

介 ・技法講座」

5.チャ リチ一報告 :馬場章(女子動駄学)

6第 37号学会制肩集経過報告:丸山浩司(学会

音編集長)

7.第1回「大学版画展受賞者展」 伐房堂ギャラリ

ー) ["大学版画展サッポロ2007J (川晃到すの森 ・工

芸館展示ホーノレ-) ["版画の世界」展(東北到す工科大

学7階ギャラリー、 f儲 I}館ギャラリー)報告:有地

女子登(日本大学勤時学部)若月公平(東北郵貯工科

大学)

8.カナダ ・カノレガリーエリア4大学交所長の提案:木

村秀樹(京都市立卦府大学)

9.学会費{直上げについての提案:学会事務局(東京

塾術大学)

10.収蔵賞の投票方法 一人20票。1大学4名まで

11.その他 : ・会費未払いの会員について :2年以

上会費の未納が続いた場合は退会勧告の後、事務局に

て自動的に退会手続きがなされるという提案が学会事

務局(東京事相訪て学)よりされ、承認された。

以上。

事務局 東京翻杖学版画研究室

事務局長東谷武美

運営 三井田盛一郎

元田久治

池田俊彦

東樋口徹

瀧 1寺仁



編集後記

ニエプス、ダゲールが箱型カメラを発明して以

来、絵画はその荷主価値を問われ自立の道を模索

し、 一方産業革命がもたらした大量消費の文化は

奇しくも美術の領域をはっきりとアートとクラフ

トあるいはデザインに区分けしてきた。

写真技術の出現にしても、大量消費の文化にして

も、それらは芸術の希少的価値をいつしか忘れさ

せ、ボーダー無き芸術、取分け表現のマルチプル

を自然な形で我々は受け入れてきた。そのような

状況にあって「版画Jの相生意義はややもすると、

不安定かっ暖昧なものになりつつある。

一方、日本の「版画Jはその伝統性と相まって、

70年代の東京国際取画ビエンナーレを皮切りに、

国際的な櫓舞台に躍り出て、 一躍注目を集め、

80年代の空前の版画ブームもあって、今や現代

美術の一翼を担うまで発展して来た。大学教育に

おいても、 70年代後半に大学版画研究会を発足

し、途中学会に名称を変更しながら、各大学に大

判完を含めた版画コースや版画科設置を促しつつ、

作家養成を続けてきた。発足当時の教員も世代交

代が進む現在、その歴史に思い馳せる時、組織と

しての過渡期をそこに発見出来るのではないだろ

うれ 「版画」を取り巻く状況は確実に変化しつ

つあるのである。

そこで、この号では「版画Jの未来を、その姿

を語り合う中で、それぞれの作家が「版画Jとど

のようなスタンスで背リ作を続けるのか、あるいは

その未来像をどのように捉えているのかを明らか

にし、今後の「版画」の在り方のー断面を提示し

たいと考えた。全体として、問題点を充分に明ら

かに出来たかは甚だ疑問だが、若い学生〈希望あ

る未来を提供する上での一考となれば幸いである。

編集作業を大旨終えた現在、執筆くだ、さった関

係各位並びに会員のみなさんには心から感謝の意

を表しますとともに、本誌発行に際しては当初よ

り助成頂いている新日本造形λ朱式会社様には改め

てこの場をお借りして深く感謝申し上げます。

記 丸山浩司
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